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【中目標】メタボリックシンドローム該当者・予備群を減らすために、健康診査等を活用した健康管理を実践します

小目標①　メタボリックシンドロームに関する正しい知識や健診受診を促す健康教室や普及啓発を行います

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

100

メタボリックシンド
ローム予防教室

循環器疾患、脂質異常症、糖
尿病等、生活習慣が原因で起
こる病気について、正しい知識
の普及と予防に向けた教室を
開催します。

①実施回数4回　　受講者数121人
②生活習慣病が原因で起こる脂質異常症や糖尿病、
循環器疾患等の正しい知識を幅広く普及します。
③予防効果の高い若い世代をターゲットとして、実施内
容やPR方法を検討し、参加者の増加を図っていきま
す。

①実施回数3回　　受講者数72人
②生活習慣病が原因で起こる脂質異常症や糖尿病、
循環器疾患等の正しい知識を幅広く普及します。
③予防効果の高い若い世代をターゲットとして、実施内
容やPR方法を検討し、参加者の増加を図っていきま
す。

・27年度より母子事業とコ
ラボレーションし、妊娠を
きっかけに生活習慣の改
善を考える予防教室を開
催。
 27年度　3保健センター
 29年度は4保健センター
に増やして開催。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

200

循環器疾患予防教
室

循環器疾患等の正しい知識の
普及と予防のための教室を行
い、健康増進を支援します。

①実施回数2回　　受講者数52人
②循環器疾患についての幅広い知識と、予防のため
の具体的な良い生活習慣について、知識を普及しま
す。計画通りに実施。
③予防という観点から65歳未満の方の参加を促すよう
周知や実施方法を工夫します。

①実施回数2回　　受講者数44人
②循環器疾患についての幅広い知識と、予防のため
の具体的な良い生活習慣について、知識を普及しま
す。計画通りに実施。
③予防という観点から65歳未満の方の参加を促すよう
周知や実施方法を工夫します。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

300

肥満予防教室 肥満を防止し、体重を適正にコ
ントロールするための積極的な
自己管理を学ぶための健康教
室を開催します。

25年度で事業廃止 25年度で事業廃止 健康部
東新宿保
健セン
ター

P26

400

食生活改善教室 自分の適切なエネルギー量を
知り、食事のバランスを考えた
食生活を実行できるよう、知識
や技術の普及を行います。
また調理実習を通して、野菜の
摂取不足や塩分の取り過ぎな
ど、食生活の問題を改善するた
めの知識や技術の普及を行い
ます。

①【実施回数、参加者数】
　　27年度　8回　199人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもらえるよ
う、食生活に関する知識の普及を行い、実践につなが
るように支援します。

①【実施回数、参加者数】
　　28年度　8回　   251人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもらえるよ
う、食生活に関する知識の普及を行い、実践につなが
るように支援します。

健康部
落合保健
センター

P26

500

元気館と保健セン
ターとの連携事業

適切な運動習慣を身につける
ため、健康教室と連動した運動
指導を実施し、健康教室終了後
も運動が継続的に実施されるよ
う働きかけていきます。

①実施日数　延4日　　受講者数　延48人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教室終了
後にも自分に合った運動が継続できるようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるような事業の
あり方を検討します。

①実施日数　延3日　　受講者数　延50人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教室終了
後にも自分に合った運動が継続できるようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるような事業の
あり方を検討します。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P26
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

600

地域との連携事業 メタボリックシンドローム予防の
ための知識や健診受診の必要
性について、区民に広く周知
し、受診などの行動につながる
よう、地域センターまつりやイベ
ントでの普及活動、各種講習会
の開催など、地域と連携した事
業を展開します。
さらに、地域の団体や町会等と
協働し、健康意識の向上や定
期的な健診受診、運動の習慣
化を図るための活動を行いま
す。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P26

小目標②　健診受診率の向上をめざし、健診を受けやすい体制づくりを進めます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

700

休日・総合健診実
施の拡充

健康診査を休日に受けたい人
やがん検診も同時に受けたい
人が利用しやすいよう、実施体
制を充実します。

①新宿区医師会区民健康センターにおける日曜総合
健診及び委託医療機関14か所で日曜健診を実施（うち
10か所では、がん検診も実施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努めていき
ます。なお、区民健康センター廃止後は、新宿区医師
会区民健康センターで実施しています。

① 新宿区医師会区民健康センターにおける日曜総合
健診及び委託医療機関13か所で日曜健診を実施（うち
9か所では、がん検診も実施）。
② 休日に受診できる機会を多く提供します。
③ 引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努めてい
きます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P27

800

受診勧奨事業 健康診査の意義を周知し、受診
行動へつながるよう、受診勧奨
はがきを送付するとともに、コー
ルセンターを設置して個別に電
話勧奨等を行います。
また、町会などの地域団体と連
携し、受診率向上のための取り
組みを進めます。

①平成27年度特定健診受診率33.8％（実数値）
②平成27年度特定健診目標受診率44％（新宿区特定
健康診査等実施計画）（第二期）
③平成28年度特定健診目標受診率47％（新宿区特定
健康診査等実施計画）（第二期）の達成に向けた受診
率向上が課題です。
平成28年度は、夏の受診率の落ち込み対策として、9
月以降に電話受診勧奨を行い、それに伴い受診勧奨
はがきを勧奨開始直前に送付することで受診意欲を促
していきます。

① 平成28年度特定健診受診率32.7％（実数値）
② 平成28年度特定健診目標受診率47％（新宿区特定
健康診査等実施計画）（第二期）
③平成29年度特定健診目標受診率50％（新宿区特定
健康診査等実施計画）（第二期）の達成に向けた受診
率向上が課題です。
平成29年度は、夏の受診率の落ち込み対策及び1月
～3月も受診可能の旨の周知を目的に、9月下旬から1
月末まで電話受診勧奨を行います。それに伴い受診勧
奨はがきを勧奨開始直前に送付することで受診意欲を
促していきます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P27
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小目標③　保健指導の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

1000

健康相談の充実 健診結果において、肥満や高
血圧、脂質異常、高血糖など、
要指導、要医療レベルにある人
（特定保健指導者を除く）に対し
て、早期の対応と改善を図るた
め、医師・歯科医師・保健師・管
理栄養士・歯科衛生士等が、個
別の相談に応じ、必要な指導や
助言を行います。
特に、要医療者については、確
実に医療機関につないでいきま
す。
また、治療中でありながら、高
血圧、脂質異常、高血糖状態に
ある人に対しては、状態の改善
を図るための保健指導を充実し
ます。

①16～39歳の健診受診者のうち、健診結果で要指導、
要医療レベルにある人に対しては、健康相談のご案内
とともに、医療機関の受診勧奨の文書を送付していま
す。（ただし保健センターへの健診結果の情報提供お
よび保健センターの情報利用について同意署名のある
方に限ります。）
実績：689人
②健康診査を受診した16～39歳の方で、特定保健指
導基準に相当する場合には、保健指導を実施する「ヘ
ルスナビ」を送付し、文書指導を行います。
③保健センターでの健康相談について、広報や地域で
の様々な活動を通じてPRしていきます。

①16～39歳の健診受診者のうち、健診結果で要指導、
要医療レベルにある人に対しては、健康相談のご案内
とともに、医療機関の受診勧奨の文書を送付していま
す。（ただし保健センターへの健診結果の情報提供お
よび保健センターの情報利用について同意署名のある
方に限ります。）
実績：602人
②健康診査を受診した16～39歳の方で、特定保健指
導基準に相当する場合には、保健指導を実施する「ヘ
ルスナビ」を送付し、文書指導を行います。
③保健センターでの健康相談について、広報や地域で
の様々な活動を通じてPRしていきます。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P27

P27健康部
健康づくり
課
健診係

平成28年度、運動施設併
設型の保健指導を廃止す
ることに伴い、区内運動施
設の利用券を配付してい
ましたが、利用者が1割に
も満たず需要がないこと
から利用券の配付は廃止
します。これに伴い、区で
作成するウォーキングマッ
プの配付と区内運動施設
の紹介を行います。

①28年度より、医療機関と新規の民間委託事業者に
委託をしています。民間委託事業者では、これまでの
課題を踏まえ、予約受付体制の整備や専門職による
利用勧奨の実施、支援テキスト等の工夫により、支援
体制及び支援内容の充実を図っています。運動支援に
ついては、テキストを用いて、実践可能な個別性の高
い運動支援を行っています。
【実績】
平成28年度特定保健指導対象者数　1,921人
初回面接利用者数　293人　終了者数　232人
②【目標】平成28年度の特定保健指導実施率　35％
今年度より、利用勧奨は当該年度の健診結果を踏ま
え、保健指導を担当する専門職が行いました。状況に
応じて、健診結果を用いて対象者となった理由や保健
指導の重要性等について、詳細に説明することが可能
となり、有効な利用勧奨を行うことができました。
③今後の課題、方針、改善策等
対象者に送付するご利用案内と封筒の工夫や、直接
利用勧奨が行えていない方（電話不通）へのアプロー
チを工夫します。また、対象となる年代に合わせた支援
形態の検討を行います。

①26年度に引き続き特定保健指導の実施機関として、
医療機関及び民間事業者（保健センター派遣型・運動
施設型）へ委託し、平日夜間と土日の利用を可能にし
ました。民間事業者においては、それぞれのノウハウ
を活用し、運動と食事の2つのプログラムから支援を実
施しました。
　また特定健康診査受診者の中から特定保健指導の
対象者へ利用券を送付するとともに、利用勧奨の電話
を掛ける利用勧奨事業を実施しました。
【実績】平成27年度特定保健対象者数2,249人　初回面
接利用者数248人　終了者数（確定値）223人
②【目標】平成27年度の特定保健指導実施率30％
　目標達成のため、経年受診結果を通知するとともに、
電話で直接、特定保健指導の目的や対象となった理
由の説明を行うことにより、生活習慣の改善に気づい
て頂き、利用につなげるようにしました。
③利用者へのアンケートなどを基に、委託機関と連携
を図りながら、より利用しやすく充実した特定保健指導
を実施します。

900

特定保健指導対象者につい
て、健診結果に対する本人の
自覚や改善への動機づけが効
率的に図れるよう、健診の結果
説明時または結果説明後早期
に、保健指導レベルに応じた特
定保健指導を開始します。
また、健診委託医療機関に働き
かけ、特定保健指導の対応が
可能な実施機関を増やしていき
ます。

特定保健指導体制
の充実
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【中目標】運動・スポーツ活動の習慣化を推進します

小目標①　運動・スポーツの魅力と必要性の理解を進めます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

1100

地域スポーツ・文化
協議会の活動支援

子どもから高齢者まで、個々の
目的やレベルに応じて、多様な
スポーツ・文化活動に親しめる
地域スポーツ・文化協議会の活
動を支援します。

①新宿区内9つの地域スポーツ・文化協議会が実行し
た合計4,267事業に対して、経費の一部負担、学校施
設の優先確保などの支援を実施。延べ88,496人が参
加。
②延べ参加者数75,000人
③地域スポーツ・文化協議会の自立的運営の促進、安
全管理講習会や安全管理調査による安全管理の徹底
とともに、地区担当が効果的、効率的に地域に貢献で
きる体制を強化します。

①新宿区内9つの地域スポーツ・文化協議会が実行し
た合計4,092事業に対して、経費の一部助成、学校施
設の優先確保などの支援を実施。延べ87,811人が参
加。
②延べ参加者数78,000人
③地域スポーツ・文化協議会の自立的運営の促進、安
全管理講習会や安全管理調査による安全管理の徹底
を図ります。また、参加人数の増加を図るため広報周
知を支援します。

新宿未来
創造財団

P28

1200

レガス健康づくり事
業（レガスポ！）

区民の健康・体力づくりを支援
し、スポーツ活動を身近なもの
としていくため、「いつでも」「だ
れでも」気軽に参加できる環境
整備と、継続して健康づくりが
実践できる場を提供します。

①延参加者数50,182人
②延参加者数50,000人
③通年で実施しているプログラムのうち、年平均参加
者数が定員に満たないものについては、他のプログラ
ムへの変更や短期講座への切り替えなどの見直しを
行います。

①延参加者数51,902人
②延参加者数50,000人
③通年で実施しているプログラムのうち、年平均参加
者数が定員に満たないものについては、他のプログラ
ムへの変更や短期講座への切り替えなどの見直しを
行います。

新宿未来
創造財団

P28

1300

新宿スポレク 体育の日に、区民が気軽に参
加できるスポーツイベントを実
行委員会形式で実施し、多様な
スポーツ・レクリエーション活動
に親しむ機会を提供します。

①延来場者数13,593人
②延来場者数20,000人
③新宿区体育協会や新宿区レクリエーション協会との
連携を強化するとともに、2020年東京オリンピック・パラ
リンピック開催に向けた気運醸成のために、引き続きオ
リンピアン・パラリンピアン所属団体等が事業に参画で
きる仕組みをつくり、来場者満足度の向上を図ります。

①延べ来場者数12,353人
②延べ来場者数20,000人
③新宿区体育協会や新宿区レクリエーション協会との
連携を強化するとともに、2020年東京オリンピック・パラ
リンピック開催に向けた気運醸成のために、引き続きオ
リンピアン・パラリンピアン所属団体等が事業に参画で
きる仕組みをつくり、来場者満足度の向上を図ります。

新宿未来
創造財団

P28

1400

区民スポーツ大会 区内の関係団体等と連携し、各
種スポーツ大会を実施し、活動
の成果を発表する機会としま
す。(１)区民総合体育大会(２)
小・中学生スポーツ大会(３)
ニュースポーツ・レクリエーショ
ン大会

(1)区民総合体育大会（一般31・中学11・小学3種目）
①延参加者数18,906人
②延参加者数18,000人
③国立霞ヶ丘競技場の改築工事期間中、陸上競技大
会会場の安定確保に努めます。

(1)区民総合体育大会（一般31・中学12・小学5種目）
①延参加者数20,615人
②延参加者数18,000人
③国立霞ヶ丘競技場の改築工事期間中、陸上競技大
会会場の安定確保に努めます。

新宿未来
創造財団

P28
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

1500

コミュニティスポーツ
大会

区内10地区で行う地区大会、な
らびに地区代表者による中央
大会において、輪投げ・ビーチ
ボールバレー・ユニカール※等
の種目による大会を実施し、地
域での生涯スポーツを振興しま
す。
また、地域住民による運営を行
うことで、地域住民の交流機会
とし、地域の活性化を図りま
す。

①区内10地区で実行委員会を組織し、10月中旬から
11月末にかけて地区大会を開催しました。また、地区
大会上位入賞者、地区推薦者による中央大会を12月
にコズミックセンターで開催しました。地区大会及び中
央大会を合わせ延べ3,120人が参加しました。
②来場者数3,500人
③子どもから高齢者までより多くの人が参加するよう、
広報を強化する等大会の魅力発信を進める。

①区内10地区で実行委員会を組織し、10月中旬から
11月末にかけて地区大会を開催しました。また、地区
大会上位入賞者、地区推薦者による中央大会を12月
にコズミックセンターで開催した。地区大会及び中央大
会を合わせ延べ3,288人が参加しました。
②来場者数3,500人
③子どもから高齢者までより多くの人が参加するよう、
広報を強化します。また関係団体への理解を深めス
ムーズな運営を行います。

新宿未来
創造財団

P28

1600

新宿シティハーフマ
ラソン・区民健康マ
ラソン

「走る」という身近なスポーツを
通して、区民の心身の健康・体
力づくりの推進及び生涯スポー
ツの実現に寄与します。

①延参加者数10,263人（明治公園イベントは中止）
②10,000人（明治公園イベントは中止）
③国立霞ヶ丘競技場が平成30年度まで改修工事のた
め、引き続き明治神宮野球場をメイン会場として実施し
ます。次回大会は、交通規制開始及び解除に関わるス
タッフ体制の見直しを行います。

①延参加者数10,029人
②10,000人
③新国立競技場建設を始めとした周辺の工事状況や
第15回大会参加者からの意見を踏まえた、より安全・
安心で満足度の高いコース設定及び大会運営を行い
ます。

新宿未来
創造財団

P28

1700

元気館事業 健康増進事業（コース型・フリー
型運動プログラム）及び地域に
おける健康づくり活動支援（体
育館等の施設貸出）、高齢者筋
力向上事業（運動機能トレーニ
ング）を実施し、区民の健康増
進を図ります。

①スタジオプログラム参加者数　55,460人
　トレーニングルーム参加者数　20,806人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていきま
す。
③利用者アンケート等により、利用者の要望を把握し、
施設利用者数が増加するようにします。

①スタジオプログラム参加者数　56,445人
　トレーニングルーム参加者数　18,992人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていきま
す。
③利用者アンケート等により、利用者の要望を把握し、
施設利用者数が増加するようにします。

健康部
健康政策
課
健康企画
係

P28

1800

いきいきウオーク新
宿

ウオーキング教室を定期的に
実施することにより、運動習慣
の普及、健康やいきがいづく
り、そして介護予防を図ります。

①参加者数　69人
②ウオーキング参加者の満足度を高めるよう努めてい
きます。
③集合場所兼ウオーキング教室開催会場を地域セン
ターとし、その地域を中心にウオーキングすることで、
幅広い世代が各地域に親しみをもってウオーキングで
きるよう工夫します。また、区内の名所旧跡を休憩地点
とし、文化観光の視点も盛り込んだ内容とすることで、
参加者の増加を目指します。

①参加者数　59人
②ウオーキング参加者の満足度を高めるよう努めてい
きます。
③集合場所兼ウオーキング教室開催会場を地域セン
ターとし、その地域を中心にウオーキングすることで、
幅広い世代が各地域に親しみをもってウオーキングで
きるよう工夫します。また、区内の名所旧跡を休憩地点
とし、文化観光の視点も盛り込んだ内容とすることで、
参加者の増加を目指します。

・29年度より参加者に参
加記録証を配布して、参
加の継続を促します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P28
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小目標②　身近で気軽にできる運動・スポーツ環境を整備します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

1900

運動施設の管理運
営

区民のスポーツ、レクリエーショ
ン活動及び相互交流の場として
施設（屋内スポーツ施設、屋外
スポーツ施設、区立小・中学校
施設等）を提供することにより、
区民の生涯健康で快適な生活
を支援します。

（別シートに施設毎に記入） （別シートに施設毎に記入） 地域振興
部
生涯学習
スポーツ
課・
新宿未来
創造財
団・

健康部
健康政策
課

P29

2000

区内都立高等学校
との連携事業

区内都立高等学校との連携、
協働による施設開放等事業を
実施することにより、区民のス
ポーツ活動及び生涯学習活動
の実践の場や機会を提供しま
す。

①11,639人
②10,000人
③新宿山吹高等学校プール開放について、予算に応
じた開放日数を検討します。

①11,583人
②12,000人
③東京都立新宿山吹高等学校学校施設開放につい
て、学校施設開放運営委員会を通じて、予算に応じた
学校施設開放の日数を検討します。

新宿未来
創造財団

P29

小目標③　NPO・民間団体との運動・スポーツの事業間連携を強化します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

2100

トップアスリートとの
交流事業

地域とスポーツの交流を促進
し、区内におけるスポーツや生
涯学習活動の更なる活性化を
図るため、公式戦招待、スポー
ツ教室等を実施します。
区民が一流の技術・迫力にふ
れる機会を提供し、感動や夢を
体感できるよう進めていきま
す。

①延参加者数4,466人
②延参加者数5,200人
③引き続き、既存連携先との協議による実施事業数及
び定員数の拡大を図るとともに、新規連携先の開拓に
より、より多くの区民に参加機会を提供します。また、
2020年の東京オリンピック・パラリンピック大会の気運
醸成事業を実施します。

①延べ参加人数1,712人
②延べ参加人数2,750人
③既存連携先との協議による実施事業数及び定員数
の拡大を図るとともに、新規連携先の開拓により、より
多くの区民に参加機会を提供します。また、2020年の
東京オリンピック・パラリンピック大会の気運醸成事業
を実施します。

新宿未来
創造財団

P29

2200

団体等と連携したス
ポーツ普及事業

地域団体等と連携しスポーツ教
室や大会などの事業を実施・後
援することにより、多様なス
ポーツと気軽に取り組む機会を
区民に提供し、スポーツ習慣の
定着や健康づくりを図ります。

①延参加者数83,790人
②延参加者数90,000人
③多彩なプログラムの提供による参加機会の拡大と、
参加者が継続して活動できる場を確保します。

①延参加者数64,374人
②延参加者数80,000人
③多彩なプログラムの提供による参加機会の拡大と、
参加者が継続して活動できる場を確保します。

新宿未来
創造財団

P29
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【中目標】適正飲酒の推進と喫煙者の減少をめざします

小目標①　適正飲酒や喫煙・受動喫煙に関する正しい知識の普及啓発を行います

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

2300

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベントで
の普及活動、各種講習会の開
催など、地域と連携した事業を
展開し、積極的に普及・啓発し
ます。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P30

2400

母子保健事業等に
おける健康教育

健康への影響が大きい若い女
性や乳幼児のいる家庭に対し
て、多量飲酒や乳幼児の家庭
内受動喫煙防止のために、適
性飲酒や禁煙が図れるよう母
子保健事業や女性の健康支援
事業など、様々な機会を捉えて
健康教育を行います。

①妊娠届出書申請者に対する受動喫煙防止の普及啓
発1,982人
②保健センター、健康づくり課での妊娠届受理面接時
にアンケートを実施し、必要に応じて指導を行っていま
す。
③母親学級など機会を捉えて、普及啓発を行います。

①妊娠届出書申請者に対する受動喫煙防止の普及啓
発3,166人
②保健センター、健康づくり課での妊娠届受理面接時
にアンケートを実施し、必要に応じて指導を行っていま
す。
③母親学級など機会を捉えて、普及啓発を行います。

平成29年5月より、受動喫
煙防止の普及啓発パンフ
レットを、3、4か月児健診・
1歳6か月児健診・3歳児
健診の来所者全員と、保
健センター・健康づくり課
で妊娠届受理面接を行っ
た妊婦全員に配布してい
ます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P30

2500

小中学校への喫煙
防止に関する健康
教育

未成年者の喫煙防止を徹底す
るため、小中学生に対する講演
会の開催などを通じ、喫煙の害
について周知します。

①中学校1校：生徒134名、小学校2校：生徒124名に対
し、喫煙防止健康教育を実施しました。
②区内の小中学校において、喫煙防止を目的とした健
康教育を、学校との連携により開催します。
③学校の担当者に健康教育の内容や開催方法を周知
し、教室をより容易に開催できる環境を整備していきま
す。

①中学校3校：生徒316名、小学校2校：生徒128名に対
し、喫煙防止健康教育を実施しました。
②区内の小中学校において、喫煙防止を目的とした健
康教育を、学校との連携により開催します。
③学校の担当者に健康教育の内容や開催方法を周知
し、教室をより容易に開催できる環境を整備していきま
す。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P30
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小目標②　禁煙指導の充実と受動喫煙の防止を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

2600

禁煙指導の充実 禁煙に積極的に取り組めるよ
う、医療機関とも連携して、禁煙
指導の強化を図ります。

①禁煙指導対象者数76人　対面指導実施者数72人
指導実施率94.7％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリニックや
病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極的に取り組める
ようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果的な指
導を行います。

①禁煙指導対象者数69人　対面指導実施者数63人
指導実施率91.3％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリニックや
病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極的に取り組める
ようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果的な指
導を行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P31

2700

喫煙による健康被
害の防止

たばこを吸わない区民を受動喫
煙による健康被害から守るため
に、区内施設管理者や区民に
対して禁煙や分煙化の推進に
努めるよう指導します。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙化、禁煙
化についての資料、ステッカーの配布　3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分煙化、禁
煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成し、普及
啓発に努めます。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙化、禁煙
化についての資料、ステッカーの配布　3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分煙化、禁
煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成し、普及
啓発に努めます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P31

【中目標】糖尿病の予備群・有病者を減らします

小目標①　糖尿病に関する正しい知識や健診受診を促すための普及・啓発を行います

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

2800

糖尿病予防教室 糖尿病の正しい知識の普及を
行うとともに、悪化防止や改善
のため、積極的な自己管理を
学ぶための健康教室を開催し
ます。

①実施回数1回　　受講者数211人
②糖尿病の正しい知識や糖尿病を防止するための知
識を普及します。
③区内3ホールで糖尿病の予防イベントを実施してきま
したが、28年度より東新宿保健センターで楽しみながら
健康づくりを学べるイベントを実施します。

①実施回数1回　　受講者数　　　　 71人
                        イベント参加者　603人
　アンケート回収366人中、30～50代が50％超。
②糖尿病の正しい知識や糖尿病の発病予防のための
知識を普及します。
③健康に無関心な方々や若年層にも参加いただける
よう、糖尿病予防講演会だけでなく参加者が健康に関
心を持ち、楽しみながら健康づくりを学べるイベントを
行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P31

2900

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベントで
の普及活動、各種講習会の開
催など、地域と連携した事業を
展開し、積極的に普及・啓発し
ます。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P31
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小目標②　栄養のバランスを考えて食べる人を増やします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

3000

【再掲】　※事業№
12400
食生活改善教室

自分の適切なエネルギー量を
知り、食事のバランスを考えた
食生活を実行できるよう、知識
や技術の普及を行います。
また調理実習を通して、野菜の
摂取不足や塩分の取り過ぎな
ど、食生活の問題を改善するた
めの知識や技術の普及を行い
ます。

①【実施回数、参加者数】
　　27年度　8回　199人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもらえるよ
う、食生活に関する知識の普及を行い、実践につなが
るように支援します。

①【実施回数、参加者数】
　　28年度　8回　  251 人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③これからも多くの方に食の意識を高めてもらえるよ
う、食生活に関する知識の普及を行い、実践につなが
るように支援します。

健康部
落合保健
センター

P32

3100

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベントで
の普及活動、各種講習会の開
催など、地域と連携した事業を
展開し、積極的に普及・啓発し
ます。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P32

小目標③　肥満者を減らします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

3200

【再掲】　※事業№
300
肥満予防教室

肥満を防止し、体重を適正にコ
ントロールするための積極的な
自己管理を学ぶための健康教
室を開催します。

25年度で事業廃止 25年度で事業廃止 健康部
東新宿保
健セン
ター

P32

3300

【再掲】　※事業№
500
元気館と保健セン
ターとの連携事業

適切な運動習慣を身につける
ため、健康教室と連動した運動
指導を実施し、健康教室終了後
も運動が継続的に実施されるよ
う働きかけていきます。

①実施日数　延4日　　受講者数　延48人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教室終了
後にも自分に合った運動が継続できるようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるような事業の
あり方を検討します。

①実施日数　延3日　　受講者数　延50人
②日々の生活の中に運動習慣を取り入れ、教室終了
後にも自分に合った運動が継続できるようにします。
③運動習慣がない方への動機づけになるような事業の
あり方を検討します。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P32
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小目標④　高血糖者の保健指導の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

3400

区内医療機関の連
携促進
（かかりつけ医機能
の推進）

かかりつけ医の機能を推進す
ることにより、高血糖改善のた
めの保健指導の充実を図りま
す。

①専門医、かかりつけ医、かかりつけ眼科医・歯科医
等による、「糖尿病対策専門部会」を立ち上げ、現状の
把握と課題の抽出、対応策を検討しました（2回）。ま
た、医科・歯科・薬局等対象にした、糖尿病医療連携講
演会（1回、76名）を開催しました。
②「糖尿病対策専門部会」では、糖尿病医療連携の課
題や取組みの方向性について議論し、講演会では多
職種連携の課題についてのｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを行いました。
また、東京都事業「糖尿病地域連携の登録医療機関」
への登録推進を図りました。
③糖尿病医療連携における課題について今後も対策
の推進を図っていきます。また、かかりつけ医等にに
ニーズに応じた講演会を実施していきます。

①専門医、かかりつけ医、かかりつけ眼科医・歯科医
等による、「糖尿病対策専門部会」を開催し、現状の把
握と課題の抽出、対応策を検討しました（2回）。また、
医科・歯科・薬局等対象にした、糖尿病医療連携講演
会（1回、60名）を開催しました。
②「糖尿病対策専門部会」では、糖尿病医療連携の課
題や取組みの方向性について議論し、講演会では、高
齢糖尿病患者の医療連携についての講義と、多職種
による事例検討を行いました。
③糖尿病医療連携における課題について、今後も東京
都二次医療圏の取り組みと連携しながら、対策の推進
を図っていきます。また、かかりつけ医等のニーズに応
じた講演会を実施していきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P33

3500

糖尿病重症化予防
事業
（糖尿病対策推進
事業）

高血糖状態の改善を図るため
に、医療機関と連携し、支援を
行います。

①特定健診受診者のうち、HbA1c7.0％以上の方につ
いてレセプトと突合して未治療者を抽出し、電話・訪問
等により受診を勧奨しました。（受診勧奨対象者82人の
うち受診者39人）
②受診勧奨対象者（概ね毎年度200人を想定）のうち、
治療につなげられた人の数100人（29年度末までの累
計）
③28年度は早期から受診勧奨を行うため、HbA1cの基
準を7.0％以上から6.5％以上に変更します。引き続き
電話・訪問等により受診を勧奨し治療につなげ、重症
化を未然に防止していきます。

①平成28年度は、早期から受診勧奨を行うため、特定
健診受診者のうち、HbA1c6.5％以上の方についてレセ
プトと突合して未治療者を抽出し、電話・訪問等により
受診を勧奨しました。（受診勧奨対象者62人のうち受診
者26人）
②受診勧奨対象者（概ね毎年度200人を想定）のうち、
治療につなげられた人の数100人（29年度末までの累
計）
③引き続き電話・訪問等により受診を勧奨し治療につ
なげ、重症化を未然に防止していきます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P33
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【中目標】口腔機能の維持・向上をめざします

小目標①　自分の歯や口の健康を保つための知識を普及啓発します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

3600

まちかど健康教室 町会など地域の組織と連携し、
広く出張健康教育を行います。

①実施回数：63回
②地域組織との連携を推進し、口腔機能の維持増進
の知識を普及することにより健康意識の向上を図りま
す。
③今後も引き続き、積極的に情報発信を行い、地域の
関係機関・団体と連携を推進します。

①実施回数：38回
②地域組織との連携を推進し、口腔機能の維持増進
の知識を普及することにより健康意識の向上を図りま
す。
③今後も引き続き、積極的に情報発信を行い、地域の
関係機関・団体と連携を推進します。

健康部
四谷保健
センター

P33

3700

★地域活動歯科衛
生士の養成

在宅歯科衛生士の組織を強化
し、地域の要望に応えた健康教
育を広く実施していきます。

①平成27年度　地域活動歯科衛生士登録者数　20名
②地域活動歯科衛生士登録者の質の高い健康教育を
実施し、区民が確実に行動変容できるようレベルアップ
を図ります。
③保育の現場の現状に即した健康教育が行なえるよ
う、研修の充実を図ります。また、ニーズに十分応えら
れるよう、人材の確保に努めます。

①平成28年度　地域活動歯科衛生士登録者数　10名
②地域活動歯科衛生士登録者の質の高い健康教育を
実施し、区民が確実に行動変容できるようレベルアップ
を図ります。
③保育の現場の現状に即した健康教育が行なえるよ
う、研修の充実を図ります。また、ニーズに十分応えら
れるよう、人材の確保に努めます。

健康部
健康づくり
課

P33

3800

歯周病予防講習会 歯周病の基礎知識をはじめ、全
身疾患との関連まで、幅広く知
識を普及啓発します。

①実施回数4回　受講者数116人
②歯周病と全身疾患との関連や、口腔機能の低下に
よる誤嚥性肺炎の防止等に関しての普及啓発に取組
みます。
③引き続き、より多くの人の行動変容につながるよう受
講者の増加に取り組みます。

①実施回数4回　受講者数78人
②歯周病と全身疾患との関連や、口腔機能の低下に
よる誤嚥性肺炎の防止等に関しての普及啓発に取組
みます。
③引き続き、より多くの人の行動変容につながるよう受
講者の増加に取り組みます。

健康部
四谷保健
センター

P33

小目標②　歯科保健指導を充実します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

3900

歯科健康診査 30歳、40歳から50歳、55歳、60
歳、70歳の区民を対象に歯科
健診を実施し、個別の保健指導
を行います。
特に、糖尿病患者には、合併症
である歯周病を予防するととも
に、疾患の悪化を防ぐため、か
かりつけ歯科医※とかかりつけ
医の連携を強化していきます。

①平成27年度新宿区歯科健康診査受診者数：2,646人
②歯科疾患の予防および早期発見・早期治療につな
げるため、受診者数の増加を図ります。
③本事業を広報やホームページ、「ぬくもりだより」を利
用して広く区民に周知し、更なる受診数の増加を図りま
す。

①平成28年度新宿区歯科健康診査受診者数：2,926人
②歯科疾患の予防および早期発見・早期治療につな
げるため、受診者数の増加を図ります。
③本事業を広報やホームページ、「ぬくもりだより」、
「健康診査・がん検診のご案内」を利用して広く区民に
周知し、更なる受診数の増加を図ります。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P34
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

4000

妊婦歯科健康診査 妊娠中に歯周病が悪化すると、
妊娠の経過にも影響があること
がいわれていることから、妊婦
を対象に歯科健康診査を行い、
歯周病を予防するとともに悪化
を防ぎます。

①27年度妊婦歯科健康診査受診者数：837人
②受診者数の増加を図ります。
③妊婦歯科健康診査をかかりつけ歯科医を持つきっ
かけにし、産後も継続して歯周病の予防や悪化を防ぐ
ことができるよう、妊娠中の歯科健診受診の必要性を
周知します。

①28年度妊婦歯科健康診査受診者数：940人
②受診者数の増加を図ります。
③妊婦歯科健康診査をかかりつけ歯科医を持つきっ
かけにし、産後も継続して歯周病の予防や悪化を防ぐ
ことができるよう、妊娠中の歯科健診受診の必要性を
周知します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P34

4100

歯科衛生相談 保健センターで実施している歯
科衛生相談の中で歯周病に関
する保健指導を行います。

①専門相談（ﾄﾞﾗｲﾏｳｽ・義歯）
　実施回数：3回　相談者数：18人
②成人・高齢者に多い口腔の問題に特化した専門歯
科相談を実施し、歯の喪失や摂食・嚥下機能を支援し
ます。
③できるだけ多くの方に情報が行き届くよう周知方法を
工夫し、ニーズのある方が受講できるようにします。

①専門相談（ドライマウス・義歯）
　実施回数：6回　相談者数：41人
②成人・高齢者に多い口腔の問題に特化した専門歯
科相談を実施し、歯の喪失予防や摂食・嚥下機能の獲
得を支援します。
③事業の周知方法を工夫し、受講者の増加を図りま
す。

健康部
四谷保健
センター

P34

4200

歯周病予防相談 主に39歳以下の成人を対象
に、歯周病の兆候を早期に発
見し、予防を図るための相談を
行います。予防処置や治療の
必要な場合には医療機関につ
なぎます。

①実施回数：45回　相談者数：715人
　歯周病の傾向がある者の割合：55.5.%
　（スクリーニング検査実施者数705人）
②自身が歯周病の兆候に気づき、早期に予防できるよ
う保健指導を行うことにより、進行した歯周病にかかっ
ている人の割合を減らします。
③幅広い年代に歯周病に関する知識を普及できるよう
に実施します。保健センターの相談を利用した人がそ
の後も定期的に歯科医療機関を利用することなどを推
奨し、歯周病にかかる割合を減らすために医療機関と
の連携を図っていきます。

①実施回数：45回　相談者数：654人
　歯周病の傾向がある者の割合：50.2％
　（スクリーニング検査実施者645人）
②自身が歯周病の兆候に気づき、早期に予防できるよ
う保健指導を行うことにより、進行した歯周病にかかっ
ている人の割合を減らします。
③幅広い年代に歯周病に関する知識を普及できるよう
に実施します。保健センターの相談を利用した人がそ
の後も定期的に歯科医療機関を利用することなどを推
奨し、歯周病にかかる割合を減らすために医療機関と
の連携を図っていきます。

健康部
四谷保健
センター

P34

4300

産婦歯科相談 産婦を対象に歯科相談を行い、
歯周病予防や悪化予防の方法
を指導します。

①実施回数：48回　相談者数1,192人
むし歯の菌数が多い・やや多い者の割合：33.6%
②産婦のむし歯、歯周病を予防のみならず、むし歯菌
の母子感染の予防に取組みます。
③検査結果や問診内容に応じ適切な指導を行います。
また、定期的な歯科健診未受診者や治療中断者に対
し、受診勧奨を行い、地域と一体となった歯の健康づく
りを支援します。

①実施回数：48回　相談者数1,210人
むし歯の菌数が多い・やや多い者の割合：42.8%
②産婦のむし歯、歯周病を予防のみならず、むし歯菌
の母子感染の予防に取組みます。
③検査結果や問診内容に応じ適切な指導を行います。
また、定期的な歯科健診未受診者や治療中断者に対
し、受診勧奨を行い、地域と一体となった歯の健康づく
りを支援します。

健康部
四谷保健
センター

P34
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小目標③　歯と口の健康を支える環境の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

4400

「かかりつけ歯科
医・かかりつけ医」
の連携強化

糖尿病患者の歯周病の予防や
悪化予防のため、かかりつけ歯
科医とかかりつけ医の連携を強
化します。

①医科・歯科連携ネットワーク連絡会の開催回数：2回
かかりつけ歯科医機能の推進事業推進研修会：1回
②目標値　引き続き連絡会年2回、研修会年1回の開
催を行います。
③ネットワーク連絡会において、病院内における医科・
歯科連携の実態を把握するとともに、研修会において
地域の歯科医療機関が糖尿病を有する患者様の歯周
病治療について、糖尿病専門医等との連携が図られる
ための方策を引き続き検討します。

①医科・歯科連携ネットワーク連絡会の開催回数：2回
かかりつけ歯科医機能の推進事業推進研修会：1回
②目標値　引き続き連絡会年2回、研修会年1回の開
催を行います。
③ネットワーク連絡会において、病院内における医科・
歯科連携の実態を把握するとともに、地域の歯科医療
機関が糖尿病を有する患者様の歯周病治療につい
て、糖尿病専門医等との連携が図られるための方策を
引き続き検討します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P34

4500

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベントで
の普及活動、各種講習会の開
催など、地域と連携した事業を
展開し、積極的に普及・啓発し
ます。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P34

4600

歯科医療機関情報
の収集・提供

土・日、夜間の受診や子連れで
受診できる歯科医療機関の情
報など、きめ細かい情報を収集
し、必要に応じて区民に提供し
ます。

①27年度名簿提供数：33,516件
②サービス向上のために提供内容の充実を図ります。
③区民の求める歯科医療機関の情報について、必要
に応じて区民に提供できるよう、庁内各課・区内関係機
関に名簿の普及を行い、サービスの向上に努めます。
平成27年度は名簿掲載歯科医療機関数を実態に合わ
せて精査したため、提供数が減少しました。

①28年度名簿提供数：33,744件
②サービス向上のために提供内容の充実を図ります。
③区民の求める歯科医療機関の情報について、必要
に応じて区民に提供できるよう、庁内各課・区内関係機
関に名簿の普及を行い、サービスの向上に努めます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P34
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「運動施設の管理運営」（事業№1900）別シート

①平成27年度
実績

②事業目標
（水準）

③今後の課題、方針、改善策等
①平成28年度

実績
②事業目標

（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

(1)新宿ここ・から広場における平
日の個人開放時間について、管
理人の巡回等による安全管理を
継続して実施する。

(1)老朽化した施設の修繕を適切
に行い、利用者に安全な利用環
境を提供する。

15,636人 9,660人

78,557人 62,340人

(1)各施設の安全な運営に必要な
設備改善について、区と連携して
対応する。

(1)老朽化した施設の修繕を適切
に行い、利用者に安全な利用環
境を提供する。

(1)老朽化した施設や設備の修繕
を適切に行い、利用者に安全な
利用環境を提供する。

(1)老朽化した施設や設備の修繕
を適切に行い、利用者に安全な
利用環境を提供する。

(1)老朽化した施設や設備の修繕
を適切に行い、利用者に安全な
利用環境を提供する。

177,908人 165,000人172,760人 150,000人

13,692人 9,660人

平成28年度

595,027人 576,000人

75,788人 80,000人

(1)各施設の安全な運営に必要な
設備改善について、区と連携して
対応する。

(1)新宿ここ・から広場における平
日の個人開放時間について、管
理人の巡回等による安全管理を
継続して実施する。

72,656人 62,340人

施設

1900-2 大久保

1900-1 コズミック

1900-3 公園内

1900-4 運動広場

1900-5 ここ・から広場

平成27年度

582,384人 576,000人

86,643人 80,000人

(1)老朽化した施設の修繕を適切
に行い、利用者に安全な利用環
境を提供する。
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【中目標】がん予防を推進します

小目標①　がん及びその予防に関する情報提供と普及啓発の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

4700

「がん検診普及啓発
リーフレット」の作成
及び配布

がんに関する普及啓発と予防
のための意識向上のため、区
民のがんの現状、がん検診受
診までの流れ、検診票申込は
がきを組み込んだリーフレットを
作成し、区施設で配布します。

①がん検診普及啓発リーフレットを、区施設及び医療
機関にて配布しました。
②がん検診に関する普及啓発・がん検診の受診率向
上を目標とします。
③新宿区のがんの現状とがんの早期発見の重要性を
訴え、定期的な検診の受診を啓発するリーフレットを、
各特別出張所、各保健センター、各図書館及び区内医
療機関等において配布予定です。また、医療機関にお
いては、本リーフレットを活用し「かかりつけ医」としての
受診勧奨を依頼しました。

①がん検診普及啓発リーフレットを、区施設及び医療
機関で配布したことに加え、区内の基幹病院にも送付
し、来院者に向けた情報提供スペースへの設配を依頼
しました。
②がん検診に関する普及啓発・がん検診の受診率向
上を目標とします。
③がん検診の啓発リーフレットについて、国立がん研
究センターにて受診率上昇効果が検証された資材など
の提供を受けるなどより効果的な内容となるよう見直し
を行う予定です。配付方法については、引き続き、医療
機関による「かかりつけ医」としての受診勧奨のほか区
内施設や健康イベントなどを活用する予定です。

健康部
健康づくり
課
健診係

P48

4800

【再掲】　※事業№
600
地域との連携事業

地域センターまつりやイベントで
の普及活動、各種講習会の開
催など、地域と連携した事業を
展開し、積極的に普及・啓発し
ます。

①実施回数12回　受講者数2,737人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

①実施回数12回　受講者数3,058人
②地域センターまつりや区民グループ、町会連合会、
地域の福祉団体などと連携し、メタボリックシンドローム
の予防のための知識を普及することにより、健康意識
の向上を図ります。
③キャッチフレーズ「からだにいいこと　はじめよう！野
菜もう1皿・運動あと10分」を周知し、区民一人ひとりが
健康づくりに取り組むきっかけづくりを行うことを目標と
し、区民グループや地域の福祉団体などと連携し、行
動変容につながるような企画を検討していきます。

・29年度より箪笥地区コ
ミュニティスポーツ大会を
追加します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
東新宿保
健セン
ター

P48

4900

各種がん予防教室 がん予防の指導や支援、知識
の普及啓発のため、予防教室
を開催します。

①実施回数：3回（肺がん・大腸がん・前立腺がんを各1
回）　受講者数：119人
②引き続き各種のがんについて、予防と早期発見のた
めに知識の普及を行います。
③がん予防のための生活習慣改善やがん健診受診率
を高めるため、実施内容やPR方法を検討していきま
す。

①実施回数：3回（肺がん・大腸がん・前立腺がんを各1
回）　受講者数：115人
②引き続き各種のがんについて、予防と早期発見のた
めに知識の普及を行います。
③がん予防のための生活習慣改善やがん健診受診率
を高めるため、実施内容やPR方法を検討していきま
す。

・前立腺がんの検診の是
非について医学的に課題
があり、平成29年度から
新宿区がん検診での受診
勧奨を行わないことから、
前立腺がんの予防教室
は行わず、がん全般の予
防教室を行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P48

　15／51 がん対策の推進　事業実績



事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5000

★乳がん検診普及
啓発事業　ピンクリ
ボン運動

10月の乳がん月間に合わせ、
乳がんに関する普及啓発を進
めていきます。

①ピンクリボン活動として、「ふれあいフェスタ」における
乳がん触知体験モデルを設置したブース出展（資料配
布数500部）、乳がんをテーマとした健康講座を実施し
ました（参加者：36名)。また乳がんの早期発見に関す
るステッカーや、図書貸出レシートを作成しました（ス
テッカーは350部作成・区有施設52か所に掲示、レシー
トは300個作成し、区内10図書館、ウィズ新宿で使用）。
さらに26年度から実施のトイレットペーパー（早期発見
のための詳細内容を印字）を27年度も作成し、区有施
設に設置するなどの啓発を引き続き行いました（4000
個作成、31か所）。新たに、乳がん体験者の会による手
記を作成、配布しました（150部）。
②乳がんに関する知識の普及と乳がんの検診受診率
の向上を図ります。
③平成27年度の受診率は25.6％で、前年度より若干向
上していますが、まだ指標である50％には至らない状
況です。区民の意見を参考にしながら、今後も受診率
の向上を目的とした普及啓発活動を充実していきま
す。

①ピンクリボン活動として、「ふれあいフェスタ」で乳が
ん触知体験モデルを設置したブース出展（資料配布数
500部）、女性の健康支援センターで乳がんをテーマと
した健康講座を実施しました（参加者：37名)。また、乳
がんの早期発見に関するステッカーや、図書貸出レ
シートを作成しました（ステッカーは350部作成、区有施
設の女性トイレなど324か所に掲示。図書貸出レシート
は300個作成、区内10図書館で使用）。オリジナルの普
及啓発媒体は28年度は、トイレットペーパーからクリア
ファイルに変更し、乳がん検診や自己チェックの方法な
ど早期発見の方法を印字したものを2000枚作成、配布
しました。また、乳がん体験者の会による手記（第2巻）
を300部作成、配布しました。
②乳がんに関する知識の普及と乳がんの検診受診率
の向上を図ります。
③平成28年度の受診率は前年度と同様25.6％で、まだ
指標である50％には至らない状況です。区民の意見を
参考にしながら、今後も受診率の向上を目的とした普
及啓発活動を充実していきます。

健康部
四谷保健
センター

P48

5100

★乳がん検診普及
啓発事業　ピンクリ
ボンバナー※の掲
示

10月の乳がん月間に合わせ、
歌舞伎町商店街の街路灯にバ
ナーを掲げ、普及啓発を進めて
いきます。

①10月１日～13日に、歌舞伎町一丁目内のあずま通り
及び西武駅前通り内の街路灯22か所に掲出しました。
（関係機関と協議の結果、掲出箇所減）
②乳がん検診の受診の普及啓発を図ります。
③ピンクリボンについての認知度は高まりつつあるもの
の、検診行動には結びついていない状態です。バナー
の掲出を継続しつつ乳がんセミナーの開催をはじめ、
他のピンクリボン活動も継続して実施し、啓発の充実を
図ります。

①平成28年9月30日～10月14日に、歌舞伎町一丁目
内のあずま通り及び西武駅前通り内の街路灯17か所
に掲出しました。（関係機関と協議の結果、掲出箇所
減）
②乳がん検診の受診の普及啓発を図ります。
③ピンクリボンについての認知度は高まりつつあるもの
の、検診行動には結びついていない状態です。バナー
の掲出を継続しつつ乳がんセミナーの開催をはじめ、
他のピンクリボン活動も継続して実施し、啓発の充実を
図ります。

健康部
四谷保健
センター

P48

5200

がん検診等の外国
語による情報提供

外国人住民にわかりやすいよ
う、健（検）診票発送用封筒に、
４か国語（日本語ルビ、英語、
ハングル、中国語）を併記しま
す。また健（検）診の案内につい
て、区の外国語版ホームページ
で情報提供します。

①・健（検）診票発送用封筒に、4か国語（日本語ルビ、
英語、ハングル、中国語）を併記しました。
・健（検）診の案内について、区の外国語版ホームペー
ジで情報提供しました。
・区の日本語版ホームページ内においても、外国語対
応可能な医療機関を検索できる東京都医療機関案内
サービス「ひまわり」のリンクを貼り、情報提供しました。
②外国人住民に対しても日本人住民同様、健（検）診に
関する情報提供に隔たりの無いよう努めます。
③28年度は、上記に加え、新宿区医師会所属の医療
機関のうち、外国語対応可能な一覧を作成し、ホーム
ページにてお知らせしています。今後も内容を継続し、
実施していきます。

①・健（検）診票発送用封筒に、4か国語（日本語ルビ、
英語、ハングル、中国語）を併記しました。
・健（検）診の案内について、区の外国語版ホームペー
ジで情報提供しました。
・区の日本語版ホームページ内においても、新宿区医
師会所属の医療機関のうち、外国語対応可能な検診
医療機関一覧の提供や検索できる東京都医療機関案
内サービス「ひまわり」のリンクを貼り、情報提供しまし
た。
②外国人住民に対しても日本人住民同様、健（検）診に
関する情報提供に隔たりの無いよう努めます。
③今後も①の内容を継続し、実施していきます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P48

　16／51 がん対策の推進　事業実績



小目標②　たばこ対策を始めとした健康的な生活習慣を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5300

【再掲】　※事業№
2600
禁煙指導の充実

禁煙に積極的に取り組めるよ
う、医療機関とも連携して、禁煙
指導の強化を図ります。

①禁煙指導対象者数76人　対面指導実施者数72人
指導実施率94.7％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリニックや
病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極的に取り組める
ようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果的な指
導を行います。

①禁煙指導対象者数69人　対面指導実施者数63人
指導実施率91.3.7％（保健センター実施分）
②禁煙に取り組む意欲が見られる人には、クリニックや
病院の禁煙外来を紹介し、禁煙に積極的に取り組める
ようにします。
③研修等で指導者のスキルアップを図り、効果的な指
導を行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P48

5400

【再掲】　※事業№
2700
喫煙による健康被
害の防止

たばこを吸わない区民を受動喫
煙による健康被害から守るため
に、区内施設管理者や区民に
対して分煙化の推進に努める
よう指導します。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙化、禁煙
化についての資料、ステッカーの配布　3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分煙化、禁
煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成し、普及
啓発に努めます。

①飲食店事業者を対象にした講習会で、分煙化、禁煙
化についての資料、ステッカーの配布　3回　750件
②飲食店事業者を対象とした講習会等で、分煙化、禁
煙化について、普及啓発を行います。
③実状に応じた資料・ステッカーを精査、作成し、普及
啓発に努めます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P48

小目標③　肝炎ウイルス検診を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5500

肝炎ウイルス検診
の実施

ウイルス性肝炎の早期発見・早
期治療のため、肝炎ウイルス検
診の普及啓発と受診勧奨を進
めていきます。また陽性者に対
し、治療につなげるための事後
指導と継続支援を実施します。

①27年度受診者（医療機関分）：2,424件
②肝炎ウイルス検診を受診したことがある区民が増え
るよう、周知啓発に努めます。
③引き続き、40歳以上60歳以下の5歳刻みの社会保険
等加入者に対する受診勧奨を行います。また検診未受
診者に対しては、検診の必要性について普及啓発を行
います。そして、肝炎検査の結果「陽性」と判定された
方には、フォローアップ事業として、各保健センターが
対象者に年１回受診状況を確認し、未受診の場合は受
診を勧奨します。

①28年度受診者（医療機関分）：2,601名
②肝炎ウイルス検診受診者が増えるよう、周知啓発に
努めます。
③引き続き、40歳以上60歳以下の5歳刻みの社会保険
等加入者に対する受診勧奨を行います。また、検診未
受診者に対しては、検診の必要性について普及啓発を
行います。そして、肝炎検査の結果「陽性」と判定され
た方には、フォローアップ事業として、各保健センター
が対象者に年１回受診状況を確認し、未受診の場合は
受診を勧奨します。

健康部
健康づくり
課
健診係

P49

　17／51 がん対策の推進　事業実績



小目標④　子宮頸がん予防ワクチン接種を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5600

★子宮頸がん予防
ワクチン接種事業

子宮頸がんの主な原因である
ヒトパピローマウイルスの感染
を予防し、子宮頸がんの発症を
予防するため、区が実施主体と
なり、公費負担によるワクチン
接種事業を行います。また、が
ん検診普及啓発リーフレット内
にコラムの掲載及びPTAへの
説明会等により、ワクチン接種
に関する知識の普及啓発を図
ります。なお、対象は小学校６
年生～高校１年生の年齢に相
当する女子となります。

①延接種回数：20回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定期接種を
行っていますが、副反応について、ワクチンとの因果関
係を否定できないため積極的な勧奨を差し控えるよう
国から勧告があり、同年6月に、積極的な接種勧奨を一
時的に差し控える状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していきます。

①延接種回数：6回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定期接種を
行っていますが、副反応について、ワクチンとの因果関
係を否定できないため積極的な勧奨を差し控えるよう
国から勧告があり、同年6月に、積極的な接種勧奨を一
時的に差し控える状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していきます。

健康部
保健予防
課

P49

【中目標】がんの早期発見・早期治療を推進します

小目標①　がん検診の受診率と精密検査受診率の向上をめざします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5700

がん検診
（胃・大腸・肺・子
宮・乳・前立腺）

検診受診率の向上のため、22
歳～39歳及び40歳～65歳、70
歳、75歳の健（検）診票未送付
の検診対象者に、検診票申し
込みはがきを組み込んだ個別
勧奨はがきを送付します。その
他、がん検診普及啓発リーフ
レットを配布します。
さらに精密検査受診率の向上
のため、がん検診票と同封する
「健康診査・がん検診のご案
内」に精密検査の重要性につい
て記載し、周知及び啓発を図り
ます。

①・これまでの対象者に加え、27年度より健康診査票
送付者には該当の検診票を全て同封し、健康診査との
同時受診を勧奨しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付した他、がん検診普及啓
発リーフレットを作成し、区施設及び医療機関にて配布
しました。
②がん検診受診率の向上を目標とします。
③対象者を算定する「対象人口率」変更の影響もあり
ましたが、受診率の向上がみられました。27年度より健
康診査との同時勧奨及び再勧奨を実施しており、今後
も継続することで、定期的な受診を促していきます。更
なる受診率向上に努めます。

①・27年度より健康診査票送付者には該当の検診票を
全て同封し、健康診査との同時受診を勧奨しました。ま
た、過去3ヶ年に受診歴のある方にも検診票を送付し、
受診を勧奨しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付した他、がん検診普及啓
発リーフレットを作成し、区施設及び医療機関にて配布
しました。
・健康診査未受診者に対してがん検診の再勧奨も同時
に実施しました。
②がん検診受診率の向上を目標とします。
③29年度よりがん検診の内容を見直す。変更点につい
て丁寧に説明し、受診につなげていく。また、28年度、
子宮がん、乳がんで実施した個別再勧奨について、
胃・大腸・肺がんでも実施する予定。引き続き受診勧奨
及び再勧奨をを実施し、定期的な受診を促し、受診率
向上に努めます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P50
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

5800

女性特有のがん検
診受診勧奨事業

子宮頸がん及び乳がん検診の
受診率向上のため、がん検診
普及啓発リーフレットの作成・配
布をはじめ、ＰＴＡへの説明会
等を実施するなど、がんの早期
発見に対する正しい知識の普
及・啓発を図ります。

①・これまでの対象者に加え、27年度より健康診査票
送付者には該当の検診票を全て同封し、健康診査との
同時受診を勧奨しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付した他、がん検診普及啓
発リーフレットを作成し、区施設及び医療機関にて配布
しました。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちのつどい」
行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目標とし
ます。
③対象者を算定する「対象人口率」変更の影響もあり
ましたが、受診率の向上がみられました。今後も継続
することで、2年に一度の定期的な受診を促していきま
す。また、28年度より、未受診者に対して、個別の再勧
奨を行い、受診率の向上や検診の精度管理に努めま
す。

①・事業№5700がん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳・前立
腺）と同内容を実施した。
・子宮がん検診票を20～40歳の年度末偶数年齢女性
に、乳がん検診票を40～60歳の年度末偶数年齢女性
に送付した他、国の補助事業に合わせ対象年齢の方
に無料クーポン券とがん手帳を配付し受診勧奨しまし
た。
・子宮がん・乳がんの上記受診勧奨者にそれぞれの検
診案内を記載した圧着はがきによる再勧奨を実施し
た。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちのつどい」
行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目標とし
ます。
③28年度より開始した再勧奨の対象年齢を拡大し、今
後も継続することで、2年に一度の定期的な受診を促
し、受診率の向上や検診の精度管理に努めます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P50

5900

【再掲】　※事業№
700
休日・総合健診実
施の拡充

健診を休日に受けたい人やが
ん検診も同時に受けたい人が
利用しやすいよう、実施体制を
充実します。

①新宿区医師会区民健康センターにおける日曜総合
健診及び委託医療機関14か所で日曜健診を実施（うち
10か所では、がん検診も実施）。
②休日に受診できる機会を多く提供します。
③引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努めていき
ます。なお、区民健康センター廃止後は、新宿区医師
会区民健康センターで実施しています。

① 新宿区医師会区民健康センターにおける日曜総合
健診及び委託医療機関13か所で日曜健診を実施（うち
9か所では、がん検診も実施）。
② 休日に受診できる機会を多く提供します。
③ 引き続き、協力頂ける医療機関の拡充に努めてい
きます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P50

小目標②　精度の高いがん検診を実施します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6000

精度管理向上事業 検診の精度を高めるため、検診
実施機関に対し、レントゲンの
二重読影や検体の取り扱い等
のチェック項目について自己評
価を促します。
また、区と医療機関、また医療
機関相互の連携をさらに強化
し、精密検査受診結果の把握
に努めます。

①26年度に引き続き、要精密検査者のうち区に精検受
診の報告がなかった未報告者の、その後の受診の有
無や結果を把握するため、一次検診実施医療機関に
追跡調査をしました。
②がん検診精度の向上に努めます。
③28年度は、精密検査の結果把握のため、要精検者
に対し結果通知時に、受診勧奨及び結果把握のため
のアンケート調査を実施し、受診率の向上及び検診の
精度管理の向上に努めます。

①・26年度から要精密検査者のうち区に精検受診の報
告がなかった未報告者の、その後の受診の有無や結
果を把握するため、一次検診実施医療機関に追跡調
査を行いました。
・28年度は、精密検査の結果把握のため、要精検者に
対し結果通知時に、受診勧奨及び結果把握のための
アンケート調査を実施しました。
②がん検診精度の向上に努めます。
③28年度より開始した、受診勧奨及び結果把握のため
のアンケートについて、回答し易いよう内容を見直し、
結果把握につなげ、検診の精度管理の向上に努めま
す。

健康部
健康づくり
課
健診係

P50
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小目標③　がんの早期治療を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6100

がんの早期治療の
支援

ホームページにがん診療連携
拠点病院等に関する情報など
を掲載し、がんの早期治療に関
する知識の普及啓発を行いま
す。

①在宅療養支援のＨＰ中のがん診療連携拠点病院や
相談窓口、がんの緩和ケアに関する情報を適宜更新
し、情報提供を行いました。
②引き続き、情報提供を行います。
③今後も適宜内容を更新し、引き続き情報提供してい
きます。

①在宅療養支援のＨＰ中のがん診療連携拠点病院や
相談窓口、がんの緩和ケアに関する情報を適宜更新
し、情報提供を行いました。
②引き続き、情報提供を行います。
③今後も適宜内容を更新し、引き続き情報提供してい
きます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P50

【中目標】がん患者とその家族の苦痛や不安の軽減と療養生活の質の向上をめざします

小目標①　がん患者の在宅緩和ケアの充実と療養生活の質の向上をめざします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6200

がん患者及び家族
のための支援講座

緩和ケアやがんの療養につい
て学びながら同じ健康不安や
辛さを抱える方と関わり、語りあ
う講座を行います。

①がん患者、家族のための支援講座（３２人）
　8月22日：17人　　　1月21日：15人
②広報誌やHPを通して周知していきます。
③周知に努めて参加者を増やすこと、内容を更に充実
して参加者にとり意義のある講座を目指していきます。

①がん患者、家族のための支援講座（36人）
9月3日：18人　　　1月26日：18人
②がん患者とその家族の苦痛や不安の軽減、療養生
活の質の向上を目指します。
③引き続き、がん患者とその家族のための講座を開催
します。不安を持つがん患者、その家族の方が参加を
するために広く周知していきます。

健康部
健康づくり
課
在宅医療
支援係

P51

6300

がん患者の療養に
関する情報提供

広報紙やホームページを通し
て、緩和ケアをはじめとする在
宅療養に関する情報やがん診
療連携拠点病院等の「相談支
援センター」について情報の提
供を行います。

①在宅療養支援のＨＰを更新し、情報提供を行いまし
た。また、在宅療養ハンドブックに、がんに関する相談
窓口やがんの緩和ケアについての内容を追記し、地域
に出向いて学習会を行いました。
②「在宅療養ハンドブック」やHPに情報を掲載し、幅広
く周知します。
③今後も引き続き、適宜内容を更新し、情報提供して
いきます。また、平成28年度からはがん療養相談窓口
を月～金曜日、月1回土曜日に拡充して対応してしてい
きます。

①在宅療養支援のＨＰを更新し、情報提供を行いまし
た。また、在宅療養ハンドブックを地域や病院に出向い
て配布し学習会を行いました。今年度より拡充した「が
ん療養相談窓口運営委託」　実数：76人　延数：151人
②がんの治療や療養に関する知識を区民に普及啓発
します。
③HP、広報、ぬくもりだよりに情報を掲載し周知しま
す。また在宅療養ハンドブック、平成28年度に作成した
「新宿区在宅医療・介護支援情報の冊子」を配布し、情
報提供を行います。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係
在宅医療
支援係

P51
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小目標②　在宅療養に関する理解促進と相談体制の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6400

在宅療養に対する
理解促進

がん等の病気を持ちながら在
宅療養することについて考え、
その理解を深めるための地域
学習会を開催します。
また、在宅療養に関するハンド
ブックを作成・配布します。

①地域学習会（3回：129人）
・高齢者見守り支え合い連絡会（高齢者総合相談セン
ター：榎町・落合2・大久保）で、「在宅療養ハンドブック」
を活用した学習会を実施しました。。
・その他の学習会(3回：94人）
地域センターでの学習会や、シニア活動館での交流会
で「在宅療養ハンドブック」を用いて実施しました。
②在宅療養についての理解を深めるための
地域学習会を開催します。また、在宅療養に関するハ
ンドブックを配布します。
③今後は、計画的に高齢者見守り支え合い連絡会等、
地域に出向いて学習会を実施していきます。

①地域学習会（９回：315  人）
・高齢者総合相談センター主催の地域連絡会、病院に
出向いての地域学習会等で、「在宅療養ハンドブック」
を活用し、在宅療養の啓発、普及を行いました。
②区民が在宅療養に関する現状を知り理解を深めるた
め、普及啓発を行います。
③引き続き計画的に、高齢者見守り支え合い連絡会等
地域での学習会で「新宿区在宅医療・介護支援情報」
を配布し、情報提供を行い、在宅療養の啓発・普及を
行います。

健康部
健康づくり
課
在宅医療
支援係

P51

6500

在宅療養相談窓口 区民からの在宅療養に関する
相談を受けます。また、ケアマ
ネジャーや医療機関からの相
談を受け、支援、調整を行いま
す。

①在宅療養相談窓口　実数：302人　延数：573人
関係機関からの相談が、約７割を占め相談内容は多様
で複雑化しています。在宅療養全般の相談は291人で
最も多く、次いで病状等医療面の相談は177人、病状
把握のためのアセスメント訪問は、33人となっていま
す。
②安心して在宅療養ができるように、区民の方、関係
者の方に窓口を周知します。
③引き続き、区民、関係機関を対象に、医療・看護・福
祉の知識を活かしたスキルの高い対応をしていきま
す。

①在宅医療相談窓口　実数：229人　延数：530人
関係機関からの相談が、約6割を占め相談内容は多様
で複雑化しています。病状など医療面の相談は330人
で最も多く、次いで在宅療養全般の相談は196人、病状
把握、問題解決のためのアセスメント訪問は21人となっ
ています。
②安心して在宅療養ができるように、区民の方、関係
者の方に窓口を周知します。在宅療養ハンドブック、在
宅医療相談窓口リーフレット、「新宿区在宅医療・介護
支援情報の冊子」を配布し情報提供を行います。
③引き続き、区民、関係機関を対象に、医療・看護・福
祉の知識を活かしたスキルの高い対応を行います。

健康部
健康づくり
課
在宅医療
支援係

P51
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【中目標】こころの健康づくりを支援します

小目標①　こころの病気について正しい知識を広めます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6600

精神保健講演会 専門家による講演会を開催し、
こころの健康に関する正しい知
識の普及啓発を行います。

①実施回数：14回、参加者延数：421名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合失
調症、発達障害、不安障害、支援者向け相談支援の基
礎、支援者向け改正精神保健福祉法について、若年性
認知症、統合失調症家族教室）
②平成27年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ満
足」の合計の割合は88％でした。引き続き、さらに満足
度の向上を目指していきます。
③平成27年度の一般向け講演会の平均参加者数は39
名と、平成26年度の平均参加者数37名と比べ上昇しま
した。今後も引き続き、時宜に合ったテーマを取り上げ
るとともに、広報紙及びホームページへの掲載やチラ
シの配布等を行い、より幅広い層へ参加を呼びかけて
いきます。

①実施回数：14回、参加者延数：423名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合失
調症、発達障害、不安障害、相談支援の基礎(支援者
向け)、保健師の役割について(支援者向け)、若年性認
知症、統合失調症家族教室）
②平成28年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ満
足」の合計の割合は87％でした。引き続き、さらに満足
度の向上を目指していきます。
③平成28年度の一般向け講演会の平均参加者数は46
名と、平成27年度の平均参加者数39名と比べ上昇しま
した。今後も引き続き、時宜に合ったテーマを取り上げ
るとともに、広報紙及びホームページへの掲載やチラ
シの配布等を行い、より幅広い層へ参加を呼びかけて
いきます。

健康部
保健予防
課

P58

6700

健康教育の充実 ふれあいトーク宅配便をはじ
め、地域に出向き、区民を対象
に、こころの健康に関する情報
提供を行います。

①実施回数：9 回、参加者延数：389 人
「こころと体を元気にする生活術」「メンタルヘルスの心
得」などについて、ふれあいトーク宅配便や湯ゆう健康
教室等で実施しました。
②引き続き、地域に出向いて健康教育を実施します。
③区民等の要望に沿いながら、こころの健康に対する
正しい知識や、社会資源の活用等について情報提供し
ていきます。

①実施回数：10 回、参加者延数： 280人
「 知っておきたいこころの病気 」「こころと体の健康づく
り]などのテーマで実施しました。
②引き続き、地域に出向いて健康教育を実施します。
③区民等の要望に沿いながら、こころの健康に対する
正しい知識や、社会資源の活用等について情報提供し
ていきます。

健康部
四谷保健
センター

P58

6800

若年層への普及啓
発

毎年1月の成人の日に開催され
る「はたちのつどい」において、
リーフレット等を配布し、こころ
の健康の大切さについて、普及
啓発を行います。

①「はたちのつどい」(200部)「若者のつどい」(50部)等、
若者の多く集まるイベント等で精神啓発パンフレットを
配布しました。
また、若者向け相談窓口周知用冊子について自殺総
合対策会議若者支援対策専門部会で内容等について
検討し、新たに『ひとりで悩んでいるあなたへ』4,000部
を作成のうえ、庁内や関係機関、漫画喫茶等に配布し
ました。
②引き続き若者の集客率の高い事業でパンフレットを
配布します。また、会議において関係団体の連携強化
を図り、引き続き対策検討を行っていきます。
③引き続き他部署と連携し、区のイベント等で積極的に
PRをしていきます。

①「はたちのつどい」(200部)「若者のつどい」(200部)
等、若者の多く集まるイベント等で精神啓発パンフレッ
トを配布しました。
また、若者向け相談窓口周知用冊子について自殺総
合対策会議若者支援対策専門部会で内容等について
再検討し、『ひとりで悩んでいるあなたへ』5,000部を作
成のうえ、庁内や関係機関、漫画喫茶等に配布しまし
た。
②引き続き若者の集客率の高い事業でパンフレットを
配布します。また、会議において関係団体の連携強化
を図り、引き続き対策検討を行っていきます。
③引き続き他部署と連携し、区のイベント等で積極的に
PRをしていきます。

健康部
健康政策
課・
保健予防
課

P58
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

6900

自殺対策強化月間
の取り組み

9月と3月の自殺対策強化月間
（東京都）に合わせ、自殺に関
する正しい知識や区の自殺対
策の取り組み等について普及
啓発を行います。

①広報しんじゅく（9月5日号・3月5日号）にて、自殺対策
の取組や連携している支援機関の情報を周知しまし
た。また、こころの健康相談ポケットテッシュを計34,000
個作成し、9月・3月の月間に配布しました。（配布箇所：
庁内窓口、関係外部機関、区内大学、区内飲食店等）
さらに、区内図書館で自殺対策関連図書の展示を行
い、自殺予防に対する普及啓発を行いました。
②ティッシュ等の配布を通じ、区民がこころの不調を抱
えた際に悩むことなく相談窓口へ辿りつけるよう、周知
啓発を図ります。また、図書館での自殺対策関連図書
の展示を行うことで、より多くの区民への普及啓発を図
ります。
③区の自殺者の傾向として、若年層の自殺死亡率が
高いため、引き続き若年層への対策を行っていきま
す。

①広報しんじゅく（9月5日号・2月25日号）にて、自殺対
策の取組や連携している支援機関の情報を周知しまし
た。また、こころの健康相談ポケットテッシュを計34,000
個作成し、9月・3月の月間に配布しました。（配布箇所：
庁内窓口、関係外部機関、区内大学、区内飲食店等）
さらに、区内図書館で自殺対策関連図書の展示を行
い、自殺予防に対する普及啓発を行いました。
②悩みを持つ区民が相談窓口につながるよう、相談窓
口一覧等を掲載しているティッシュやパンフレット等の
配布をします。また、図書館での自殺対策関連図書の
展示を行うことで、より多くの区民への普及啓発を図り
ます。
③区の自殺者の傾向として、若者の自殺死亡率が高
いため、引き続き若者への対策を行っていきます。ま
た、自殺対策計画の策定に向けて、国や都の動向を注
視し検討します。

健康部
健康政策
課
健康企画
係

P58

小目標②　ストレスと上手に付き合うためのストレスマネジメントを促進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

7000

ストレスマネジメント
講習会

仕事や子育てなどのストレスと
上手に付き合えるよう、ストレス
対処法を学ぶ講習会を開催し
ます。

①働く世代向け　 実施回数：2 回、参加延人数： 41人
　子育て世代向け　実施回数：48回、参加延人数：1,067
人
②各世代のライフスタイルに応じたストレスマネジメント
講習会を実施します。
③引き続き、こころの病気についての知識、ストレスの
原因や対処法、休養の確保等について普及啓発を
行っていきます。

①働く世代向け　 実施回数： 2 回、参加延人数： 48人
　子育て世代向け　実施回数：48 回、参加延人数：
1037人
②各世代のライフスタイルに応じたストレスマネジメント
講習会を実施します。
③引き続き、こころの病気についての知識、ストレスの
原因や対処法、休養の確保等について普及啓発を
行っていきます。

健康部
四谷保健
センター

P58

7100

60歳からのこころと
からだのメンテナン
ス講座

定年や子どもの独立、生活習
慣病の悪化など、生活環境や
体調が大きく変わる時期でもあ
る60歳代を対象に、こころとか
らだの健康管理を学ぶ講座を
開催します。

①実施回数11回実施。受講者数延149人
（内訳：牛込保健センター42人、四谷保健センター33
人、東新宿保健センター21人、落合保健センター53人）
②60歳前後の心と身体の特徴を知り、年代に合った健
康づくりに取り組むことができるよう支援していきます。
③働く世代の参加を促すため、開催日数や開催曜日を
工夫して実施します。

①実施回数11回実施。受講者数延143人
（内訳：牛込保健センター50人、四谷保健センター40
人、東新宿保健センター26人、落合保健センター27人）
②60歳前後の心と身体の特徴を知り、年代に合った健
康づくりに取り組むことができるよう支援していきます。
③働く世代の参加を促すため、開催日数や開催曜日を
工夫して実施します。

ライフステージ、性差によ
る課題に応じた事業を検
討していきます。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P58
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

7200

介護者講座・家族
会

高齢者を介護している家族及び
介護の経験のある家族を対象
に、介護者講座及び家族会を
開催し、介護者相互の交流を深
めるとともに、支援していきま
す。

①27年度参加人数：685人
②28年度目標参加人数：690人
③今後の課題、方針、改善等
○介護者講座…介護者のニーズに沿った内容・テーマ
にするとともに、座学だけではなく社会参加型や体験型
の開催方法を取り入れる等の工夫をすることで、参加
者数の増加を目指します。
○家族会…地域型高齢者総合相談センターとボラン
ティアが連携し、家族会の運営を支援することで、参加
者数の増加を目指します。

①28年度参加人数：772人
②29年度目標参加人数：600人
③今後の課題、方針、改善等
○介護者講座…介護者のニーズに沿った内容・テーマ
にするとともに、座学だけではなく社会参加型や体験型
の開催方法を取り入れる等の工夫をすることで、参加
者数の増加を目指します。
○家族会…地域型高齢者総合相談センターとボラン
ティアが連携し、家族会の運営を支援することで、参加
者数の増加を目指します。

福祉部
高齢者支
援課
高齢者相
談第二係

P58

7300

家族介護者への
サービス情報の提
供

介護負担や不安が軽減される
よう、保健師による地区活動の
中で、高齢者総合相談センター
等の関係機関と連携し、精神・
心身障害・難病等の介護をして
いる家族へ介護サービスに関
する情報を提供します。

①延2,998人（精神、心身障害、難病等の家族（同居・別
居）、親族で、家庭訪問、電話相談、面接相談、その他
の相談）
②介護サービスの情報が、タイムリーに介護家族に提
供出来るようにしていきます。
③引き続き、関係機関と連携をとりながら、保健師の地
区活動の中で、介護家族の介護負担や不安が軽減す
るように介護サービスに関する情報を提供していきま
す。

①延3047人（精神、心身障害、難病等の家族（同居・別
居）、親族で、家庭訪問、電話相談、面接相談、その他
の相談）
②介護サービスの情報が、タイムリーに介護家族に提
供出来るようにしていきます。
③引き続き、関係機関と連携をとりながら、保健師の地
区活動の中で、介護家族の介護負担や不安が軽減す
るように介護サービスに関する情報を提供していきま
す。

健康部
四谷保健
センター

P58

7400

子育てサービス情
報の提供

育児負担や不安が軽減される
よう、「乳幼児健診」や「すくすく
赤ちゃん訪問事業」（生後４か
月以内の赤ちゃんのいる家庭
を助産師・保健師が訪問）、「は
じめまして赤ちゃん応援教室」
などの母子保健事業を通して、
子育て情報を提供します。

①「乳幼児健診」の集団指導や「すくすく赤ちゃん訪問
事業」の子育て地域医療ハンドブックの配付し、「はじ
めまして赤ちゃん応援教室」のグループワークを通じ
て、子育てサービス情報を提供しました。
　3,4か月児健診：2,433人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：2,360人
　はじめまして赤ちゃん応援教室：1,067人
②子育てサービス情報の提供により区民が安心して楽
しく子育てができるようにします。
③引き続き子育てサービス情報の提供を行います。

①「乳幼児健診」の集団指導や「すくすく赤ちゃん訪問
事業」の子育て地域医療ハンドブックの配付し、「はじ
めまして赤ちゃん応援教室」のグループワークを通じ
て、子育てサービス情報を提供しました。
　3,4か月児健診：2,528人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：2,434人
　はじめまして赤ちゃん応援教室：1037人
②子育てサービス情報の提供により区民が安心して楽
しく子育てができるようにします。
③引き続き子育てサービス情報の提供を行います。

健康部
健康づくり
課(すくす
く赤ちゃん
訪問事
業）
牛込保健
センター

P58
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小目標③　ストレスを軽減するために、休養の確保の重要性について普及啓発します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

7500

睡眠に関する普及
啓発

健診票送付時に、睡眠の重要
性に関する情報を含めたうつ予
防のリーフレットを同封します。

①リーフレットを80,000部作成・配布したほか、睡眠に
関する講演会を実施しました（参加者51名）。
②③リーフレットの中身をさらに精査し、睡眠に関する
情報をより充実させた内容とします。

①リーフレットを101,500部作成・配布したほか、睡眠に
関する講演会を実施しました（参加者49名）。
②③リーフレットの中身をさらに精査し、睡眠に関する
情報をより充実させた内容とします。

健康部
保健予防
課

P59

(1)レガス健康づくり事業
①延べ参加者数51,902人
②延べ参加者数50,000人
③より多くの区民に受講機会を提供するため、新宿コ
ズミックセンター以外での講座開催数の増加を図りま
す。

(2）地域の団体や個人の指導者による学習講座（区民
プロデュース事業）
①延べ申請事業数：33事業
②延べ申請事業数：45事業
③区内自主活動団体へ当事業の周知を強化し、新規
団体への支援を行います。

(3)生涯学習施設の貸出(生涯学習館の運営）
①延利用者数：285,559人
②延利用者数：267,000人
③区民に対し、安定した生涯学習機会を提供するため
施設・設備の維持・管理に努めます。また、活動団体の
高齢化・少人数化に対応するため、団体情報の周知強
化により、会員数の増加及び活動の活性化支援を行い
ます。

(4)学校開放事業(学校施設活用事業)
①延べ利用人数：359,310人
②延べ利用人数：360,000人
③地域コミュニティの醸成に繋がるよう、施設利用団体
の相互交流の促進を図ります。

(1)レッスンプログラム（レガス健康づくり事業）
①延参加者数：50,182人
②延参加者数：50,000人
③より多くの区民に受講機会を提供するため、新宿コ
ズミックセンター以外での講座開催数の増加を図りま
す。

(2）地域の団体や個人の指導者による学習講座（区民
プロデュース事業）
①延べ申請事業数：45事業
②延べ申請事業数：40事業
③区内自主活動団体へ当事業の周知を強化し、新規
団体への支援を行います。

(3)生涯学習施設の貸出(生涯学習館の運営）
①延利用者数：277,993人
②延利用者数：280,000人
③区民に対し、安定した生涯学習機会を提供するため
施設・設備の維持・管理に努めます。また、活動団体の
高齢化・少人数化に対応するため、団体情報の周知強
化により、会員数の増加及び活動の活性化支援を行い
ます。

(4)学校開放事業(学校施設活用事業)
①延べ利用人数：357,857人
②延べ利用人数：360,000人
③地域コミュニティの醸成に繋がるよう、施設利用団体
の相互交流の促進を図ります。

7600

生涯学習事業（運
動や学習活動）

エアロビクス、ヨーガ等の身体
を動かすレッスンプログラム、地
域の団体や個人の指導者によ
る学習講座、生涯学習施設の
貸出や学校開放事業等、健康
でいきいきとした生活を送るた
めの生涯学習活動の場を提供
します。

新宿未来
創造財団

P59
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

7700

【再掲】※事業№
1700
元気館事業

健康増進事業（コース型・フリー
型運動プログラム）及び地域に
おける健康づくり活動支援（体
育館等の施設貸出）、高齢者筋
力向上事業（運動機能トレーニ
ング）を実施し、区民の健康増
進を図ります。

①スタジオプログラム参加者数　55,460人
　トレーニングルーム参加者数　20,806人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていきま
す。
③利用者アンケート等により、利用者の要望を把握し、
施設利用者数が増加するようにします。

①スタジオプログラム参加者数　56,445人
　トレーニングルーム参加者数　18,992人
②元気館利用者の満足度を高めるよう努めていきま
す。
③利用者アンケート等により、利用者の要望を把握し、
施設利用者数が増加するようにします。

健康部
健康政策
課
健康企画
係

P59

7800

★事業者に対する
こころの健康づくり
の促進（ワーク・ライ
フ・バランスの推進）

事業者に対するワーク・ライフ・
バランスを推進し、働きやすい
職場環境づくりを進めるための
セミナー等を実施します。
またワーク・ライフ・バランスを
推進したい企業にコンサルタン
トを派遣します。
さらにワーク・ライフ・バランスな
ど働きやすい職場づくりに取り
組んでいる区内企業を、企業か
らの申請に基づき、「ワーク・ラ
イフ・バランス推進企業」として
認定します。

ワーク・ライフ・バランスセミナーについて
①年3回
②各年度3回
③引き続き実施します。

コンサルタント派遣について
①年16回
②年60回
③引き続き実施します。

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度
①年3社
②各年度10社
③協働提案事業「働きやすい職場づくりの情報発信事
業」により、事業者の取組み好事例に関する情報提供
を行うことで、企業のワーク・ライフ・バランスの取組み
を促進します。引き続き、推進宣言企業から推進企業
認定へのステップアップを進めていきます。

ワーク・ライフ・バランスセミナーについて
①年3回
②各年度3回
③引き続き実施します。

ワーク・ライフ・バランス推進企業及び宣言企業の認定
企業数
①157社
②各年度20社
③協働提案事業の成果や「ワーク・ライフ・バランスに
関する企業等の意識実態調査アンケート」の結果をふ
まえ、より効果的な推進事業を構築するとともに、企業
のワーク・ライフ・バランスの取組みを促進します。

推進宣言企業から推進認定企業へステップアップした
企業数
①0社
②各年度1社
③推進宣言企業から推進企業認定へのステップアップ
の積極的支援を進めていきます。

　平成27年度に第二次男
女共同参画推進計画の
見直しを行ったため、平成
28年度よりワーク・ライフ・
バランス推進企業の認定
についての指標が変更に
なりました。
　企業へのコンサルタント
派遣回数は指標ではなく
なりましたが、事業は引き
続き実施しています。

子ども家
庭部
男女共同
参画課

P59
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【中目標】うつ等こころの不調への気づきや早期相談・早期治療を支援します

小目標①　こころの健康度に関する自己診断力の向上をめざします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

7900

【再掲】※事業№
6600
精神保健講演会

専門家による講演会を開催し、
こころの健康に関する正しい知
識の普及啓発を行います。

①実施回数：14回、参加者延数：421名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合失
調症、発達障害、不安障害、支援者向け相談支援の基
礎、支援者向け改正精神保健福祉法について、若年性
認知症、統合失調症家族教室）
②平成27年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ満
足」の合計の割合は88％でした。引き続き、さらに満足
度の向上を目指していきます。
③平成27年度の一般向け講演会の平均参加者数は39
名と、平成26年度の平均参加者数37名と比べ上昇しま
した。今後も引き続き、時宜に合ったテーマを取り上げ
るとともに、広報紙及びホームページへの掲載やチラ
シの配布等を行い、より幅広い層へ参加を呼びかけて
いきます。

①実施回数：14回、参加者延数：423名
（テーマ：うつ、睡眠障害、アルコール依存症、統合失
調症、発達障害、不安障害、相談支援の基礎(支援者
向け)、保健師の役割について(支援者向け)、若年性認
知症、統合失調症家族教室）
②平成28年度の出席者の満足度「大変満足」「まあ満
足」の合計の割合は87％でした。引き続き、さらに満足
度の向上を目指していきます。
③平成28年度の一般向け講演会の平均参加者数は46
名と、平成27年度の平均参加者数39名と比べ上昇しま
した。今後も引き続き、時宜に合ったテーマを取り上げ
るとともに、広報紙及びホームページへの掲載やチラ
シの配布等を行い、より幅広い層へ参加を呼びかけて
いきます。

健康部
保健予防
課

P60

8000

ホームページの充
実

ホームページにこころの健康
チェックリストを掲載したり、関
連ホームページへリンクするな
ど、自己チェックが行えるような
環境整備を行います。

①引き続き、ホームページに『こころの健康チェックリス
ト』を掲載しています。
②③該当ページの27年度アクセス数は、合計182件で
あり、26年度の380件を下回っています。27年度は精神
関連イベント等での周知の機会が少なかったためと考
えられます。引き続き、分かりやすくアクセスしやすい
ホームページを作成するとともに、イベント等でチェック
リストについての周知を行う等、自己チェックを気軽に
行える環境を整備していきます。

①引き続き、ホームページに『こころの健康チェックリス
ト』を掲載しています。
②③該当ページの28年度アクセス数は、合計136件で
あり、27年度の182件を下回っています。28年度は精神
関連イベント等での周知の機会が少なかったためと考
えられます。イベント等でチェックリストについての周知
を行うとともに、チェックリストを含め、ホームページの
内容をさらに充実させ、自己チェックを気軽に行える環
境を整備していきます。

健康部
保健予防
課

P60
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小目標②　身近な人の気づき・声かけ・つなぎ・見守りを促進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

8100

ゲートキーパー養成
講座

自殺予防のために、身近な人
がゲートキーパー（悩んでいる
人に気づき、声をかけ、話を聞
いて、必要な支援につなげ、見
守る人）となれるよう、養成を行
います。

①主任主事昇任時研修および新任研修（任用前）のカ
リキュラムに自殺対策を組み込み、区職員の自殺対策
への理解促進を図りました。また、実際に悩みを抱えた
方から相談を受ける環境衛生自治指導員（理美容師
等）へのゲートキーパー講習を行うことにより、自殺対
策への理解や、こころの不調を抱えた人への対応力向
上を図りました。
②講座受講者が、新宿区の自殺の現状を把握し、ここ
ろの不調を抱えた人に気づいた際に話を聞き、適切な
相談窓口へ導けるようにします。
③健康づくり行動計画中間の見直しにおいて、ゲート
キーパー養成講座受講者の目標数が引き上げられま
した。（1,500人→2,500人）今後も更に広く普及啓発を
行っていき、また、養成講座を受けた者のレベルアップ
が図れるようにも検討していきます。

①主任主事昇任時研修および新任研修（任用前）のカ
リキュラムに自殺対策を組み込み、区職員の自殺対策
への理解促進を図りました。また、2地区の民生委員に
対し講座を実施し、自殺に関する理解の促進と対応力
の向上を図りました。
ゲートキーパー養成数：累計2,417人
②講座受講者が、新宿区の自殺の現状を把握し、ここ
ろの不調を抱えた人に気づいた際に話を聞き、適切な
相談窓口へ導けるようにします。
③今年度末までに、2,500人のゲートキーパー養成講座
受講者数を達成します。また、今後も更に広く普及啓発
を行っていきます。

健康部
健康政策
課
健康企画
係

P60

8200

各種情報提供 困った時、悩んだ時に、一人で
抱え込まずに相談窓口につな
がることができるように、「困り
ごと・悩みごと相談窓口一覧」
の改訂版を毎年作成し、関係機
関を含め、広く配布します。
　また遺族向けに、「大切な方を
亡くされた方へ」のリーフレット
を作成し、配布します。

①『困りごと・悩みごと相談窓口一覧』は5,000部、『大切
な人を亡くされた方へ』は3,000部、若者向けに新たに
作成した『ひとりで悩んでいるあなたへ』は4,000部を、
庁内窓口や外部関係機関等へ配布し、区民への周知
を依頼しました。
②困りごとや悩みごとを抱えた人や自死遺族が相談や
支援を受ける際に、常に適切な相談窓口等を知ること
ができるようにします。
③支援を必要とする人が迷うことなく相談機関へつな
がるように、掲載情報を精査し、今後は更なる内容の
充実と、効果的な配付先等の検討を行います。

①『困りごと・悩みごと相談窓口一覧』6,000部、若者向
けに新たに作成した『ひとりで悩んでいるあなたへ』は
5,000部を、庁内窓口や外部関係機関等へ配布し、区
民への周知を依頼しました。
②困りごとや悩みごとを抱えた人や自死遺族が相談や
支援を受ける際に、常に適切な相談窓口等を知ること
ができるようにします。
③支援を必要とする人が迷うことなく相談機関へつな
がるように、掲載情報を精査し、今後は更なる内容の
充実と、効果的な配付先等の検討を行います。

健康部
健康政策
課
健康企画
係

P60

8300

普及啓発リーフレッ
トの作成

10歳代のこころの病気の早期
発見につながるようリーフレット
を作成し、予防接種票等の個別
送付時に同封するなど、普及啓
発を行います。

①10歳代向け及びその保護者に向けての啓発パンフ
レットと啓発リーフレットを、各2,000部作成し、区立中学
1年生及びその保護者、区内事業所や精神障害者の
家族会等の関係機関に配布しました。また、パンフレッ
トはホームページにも掲載し、誰でも閲覧できるように
しています。
②引き続き実施していきます。
③今後は区内私立中学校にも配付対象を拡大してい
きます。また保護者向けリーフレットだけでなく教員向
けリーフレットも併せて作成・配付し、生徒への指導に
活用してもらうことで、10歳代のこころの病気に対して
周囲がより効果的に対応できるように啓発していきま
す。

①10歳代向け啓発パンフレットを3,500部、保護者向け
啓発リーフレットを2,600部、教員向けリーフレットを900
部作成し、区内中学1年生（公立・私立）及びその保護
者と教員、区内事業所や精神障害者の家族会等の関
係機関に配布しました。また、パンフレットはホーム
ページにも掲載し、誰でも閲覧できるようにしています。
②引き続き実施していきます。
③引き続き、区内中学校を中心に関係機関への配布を
行うとともに、パンフレットの内容や活用方法等を中学
校へ直接説明することで、配布の効果をより高めてい
きます。

健康部
保健予防
課

P60
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小目標③　身近で気軽に相談できる環境を整備します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

8400

保健師による健康
相談

こころの不調に悩んでいる方に
対し、保健師による個別相談を
通して、必要な助言や支援等を
行います。

①保健師による相談（こころの健康づくりについて実施
した家庭訪問、面接相談、電話相談、その他の相談）
相談者数延：1,052人
②健康相談を利用することで、こころの健康の保持及
び向上と、早期発見、早期治療につながるようにしてい
きます。
③区民にとって身近に相談出来る相談窓口であること
を広報、町会掲示板、地域センターまつり等様々な機
会をとらえて周知していきます。

①保健師による相談（こころの健康づくりについて実施
した家庭訪問、面接相談、電話相談、その他の相談）
相談者数延：892 人
②健康相談を利用することで、こころの健康の保持及
び向上と、早期発見、早期治療につながるようにしてい
きます。
③区民にとって身近に相談出来る相談窓口であること
を広報、町会掲示板、地域センターまつり等様々な機
会をとらえて周知していきます。

健康部
四谷保健
センター

P61

8500

精神保健福祉相談
（うつ専門相談含
む）

こころの不調に関して、精神科
医が相談、助言を行います。

①一般精神保健相談（うつ専門相談、専門医による訪
問指導含む）：68回   相談数：延132人
②専門医による相談（訪問を含む）を利用することで、
疾病の早期発見、早期治療につながるようにしていき
ます。
③引き続き、区民にとって身近に相談出来る相談窓口
であることを広報等で周知していきます。

①一般精神保健相談（うつ専門相談、専門医による訪
問指導含む）： 70 回   相談数：延132人
②専門医による相談（訪問を含む）を利用することで、
疾病の早期発見、早期治療につながるようにしていき
ます。
③引き続き、区民にとって身近に相談出来る相談窓口
であることを広報等で周知していきます。

健康部
四谷保健
センター

P61

8600

産後うつの相談 乳幼児健診時等にエジンバラ
産後うつ病自己評価票※を用
いたスクリーニングテストを行
い、産後の精神保健相談を行
います。

①3、4か月児健診　EPDS実施数：2,418人 個別相談
数：184人
1歳6か月児歯科健診　EPDS実施数：1,764人 個別相
談数：136人
②育児不安やうつ傾向が強い方に対して、専門相談や
子育てサービスにつなげる支援を行います。
③26年度から新たに3、4か月児健診及び育児相談の
体制を整えました。

①3,4か月児健診　EPDS実施数： 2,508人　個別相談
数：　256人
1歳6か月児歯科健診　EPDS実施数： 1,815人　個別相
談数：　163人
②育児不安やうつ傾向が強い方に対して、専門相談や
子育てサービスにつなげる支援を行います。
③乳幼児健診時等に、産後うつスクリーニングを行い、
産後の相談支援を行っていきます。

健康部
牛込保健
センター

P61

8700

親と子の相談室 子育ての疲れや精神的な問題
に、親と子が抱える悩みについ
て精神科医やカウンセラーが相
談、助言を行います。

①開催回数：12回、相談者数：延59人
（内訳：牛込保健センター31人、四谷保健センター2人、
東新宿保健センター16人、落合保健センター10人）
②育児不安の解消及び乳幼児虐待の未然防止・早期
発見を図ります。
③ゆりかご新宿での面接やすくすく赤ちゃん訪問、乳幼
児健診等の機会を利用し。相談ニーズの早期発見と確
実な支援を行います。

①開催回数：12回、相談者数：延43人
②育児不安の解消及び乳幼児虐待の未然防止・早期
発見を図ります。
③ゆりかご新宿での面接やすくすく赤ちゃん訪問、乳幼
児健診等の機会を利用し。相談ニーズの早期発見と確
実な支援を行います。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P61
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

8800

こころの健康ホット
ライン

区民がこころの病気の対応に
ついて、より相談しやすいよう
に、こころの健康相談専用電話
を設置します。

①身近で気軽に相談できる環境を整えるために、保健
センターがこころの病気について気軽に相談できる場
所であることの情報を広く提供しました（広報掲載や町
会掲示板へのポスター掲示、地域センターまつり等）。
②保健センターでこころの病気について気軽に相談で
きることを知っている人の割合を33.1％以上にします
（区政モニターアンケート）。
③既存のネットワークを活かした新たな周知方法を検
討していきます。

①身近で気軽に相談できる環境を整えるために、保健
センターがこころの病気について気軽に相談できる場
所であることの情報を広く提供しました（広報掲載や町
会掲示板へのポスター掲示、地域センターまつり等）。
②保健センターでこころの病気について気軽に相談で
きることを知っている人の割合を33.1％以上にします
（区政モニターアンケート）。
③既存のネットワークを活かした新たな周知方法を検
討していきます。

健康部
落合保健
センター・
四谷保健
センター

P61

8900

教育相談室 区内の幼児・児童・生徒の知
能、学業、性格、行動、心身の
健康、
進路の適性等の問題について
相談を受け付けます。

①・面接相談：172件
　 ・電話相談：112件
　 ・リーフレットの配布：16,000部（学校、区関係施設）

①・面接相談：181件
　 ・電話相談：117件
　 ・リーフレットの配布：16,000部（学校、区関係施設）

教育委員
会
教育支援
課

P61

9000

スクールカウンセ
ラーの派遣

児童・生徒や保護者とのカウン
セリング、教師への助言、専門
機関との連携などを行うために
スクールカウンセラーを各学校
へ派遣します。

①・小学校への派遣：1～2回／週
　 ・中学校への派遣：2回／週
②全小・中学校に週1～2日程度の派遣
③・児童・生徒及び保護者への情報発信及び啓発を行
います。
 ・関係諸機関との連携による問題の未然防止と啓発を
行います。

①・小学校への派遣：1～2回／週
　 ・中学校への派遣：2回／週
②全小・中学校に週1～2日程度の派遣
③・児童・生徒及び保護者への情報発信及び啓発を行
います。
 ・関係諸機関との連携による問題の未然防止と啓発を
行います。

教育委員
会
教育支援
課

P61

9100

★子ども・若者総合
相談窓口

子どもや若者の様々な悩みに
応える総合相談窓口を平成24
年度から開設します。

①子ども・若者に係る相談に応じている区内の既存の
相談機関15所を子ども・若者総合相談窓口として整備
し、相談実績は次のとおりです。
来所相談：118件
電話相談：110件

③子ども・若者の抱える課題に対して、切れ目のない
細やかな支援を行うために、今後も各相談機関で連携
を深めるとともに、相談窓口についてリーフレットを配布
するなど周知していきます。

①子ども・若者に係る相談に応じている区内の既存の
相談機関15所を子ども・若者総合相談窓口として整備
し、相談実績は次のとおりです。
来所相談：88件
電話相談：118件

③子ども・若者の抱える課題に対して、切れ目のない
細やかな支援を行うために、今後も各相談機関で連携
を深めるとともに、相談窓口についてリーフレットを配布
するなど周知していきます。

子ども家
庭部
子ども家
庭課

P61
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【中目標】こころの病気の早期回復と社会復帰、そして再発防止を支援します

小目標①　こころの健康づくりと社会復帰に向けて、地域との連携・協力を進めます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9200

働く人のメンタルヘ
ルス事業
・ぷれリワーク（復
職）講座
・個別相談

うつ病等の病気を持ちながら就
労継続できるよう、当事者向け
の講座を開催するとともに、家
族や職場関係者も含めた個別
相談を行います。

①②③平成25年度末で事業終了 ①②③平成25年度末で事業終了 健康部
保健予防
課

P62

9300

働く人のメンタルヘ
ルスネットワーク連
絡会

連絡会での情報共有や情報交
換を通し、区内精神科医療機
関、地域産業保健センター、ハ
ローワークをはじめとする医療
機関や就労機関等の相互の連
携を深め、うつ病当事者が病気
を持ちながらも就労継続できる
よう、地域全体での総合的な支
援を進めていきます。

①年2回実施
②③関係機関向け就労・復職支援冊子について、内容
の見直しを行うとともに、掲載事業所を増やしました。
また、関係機関との情報交換等を行い、精神障害者の
就労についての現状把握及びネットワークの拡大に努
めました。今後は、平成30年度からの精神障害者雇用
義務化に向け、講演会や学習会を開催し、精神障害者
が就労を継続できる環境づくりのための工夫も行って
いきます。

①年2回実施
②③関係機関向け就労・復職支援冊子について、内容
の見直しを行うとともに、掲載事業所を増やしました。
また、関係機関との情報交換等を行い、精神障害者の
就労についての現状把握及びネットワークの拡大に努
めました。今後は、平成30年度からの精神障害者雇用
義務化に向け、保健センターとも連携して講演会や学
習会を開催します。加えて、精神障害者や働く世代のメ
ンタルヘルスに対する企業の理解を促進していくため、
効果的な手段や方法等について、関係機関とともによ
り重点的に協議を行っていきます。

健康部
保健予防
課

P62

小目標②　こころの病気を持つ人や家族の安定した療養生活を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9400

デイケア スポーツ、料理、創作活動、園
芸等、様々なプログラム参加を
通じて、生活習慣や対人関係を
改善し、社会復帰のきっかけと
なる場を提供します。

①開催回数：150回　参加者数延：948人
②プログラムを通じて、今後も生活習慣や対人関係の
改善等社会復帰となるよう実施していきます。
③自立に向けて参加者に合ったプログラム提供をして
いきます。

①開催回数：144 回　参加者数延：978   人
②プログラムを通じて、今後も生活習慣や対人関係の
改善等社会復帰となるよう実施していきます。
③自立に向けて参加者に合ったプログラム提供をして
いきます。

健康部
四谷保健
センター

P62
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9500

家族教室・ＯＢ会 統合失調症の家族が疾病や対
応方法を理解したり、社会資源
の情報を得たりすることを目的
とした教室です。
プログラムに当事者や家族（参
加者も含む）が発言する場を多
く設けることで、経験を活かした
り、他者の体験を通じて今後の
対応を考えたりするための一助
としていきます。

①・家族教室
　　実施回数：1回（5日制）、参加者実数：22人　参加者
延べ人数：69人
・トライアード（ＯＢ会）
　 実施回数：4回、参加者実数：14人、参加者延数：37
人
　新たな家族教室からの参加者は4人。
・家族教室出席者の満足度
    「大変満足」「まあ満足」が92%と目標値を超えまし
た。
②参加者の増加と出席者の満足度を引き続き80%以上
とします。
③引き続き参加しやすい会場の設定や内容等を家族
会参加者の意見等も取り入れ、参加者の増加を図りま
す。また、家族教室からトライアードへの新規参加者の
増加を図ります。

①・家族教室
　　実施回数：1回（5日制）、参加者実数：21人　参加者
延べ人数：76人
・トライアード（ＯＢ会）
　 実施回数：4回、参加者実数：14人、参加者延数：35
人
　新たな家族教室からの参加者は2人。
・家族教室出席者の満足度
    「大変満足」「まあ満足」が92%と目標値を超えまし
た。
②参加者の増加と出席者の満足度を引き続き80%以上
とします。
③引き続き参加しやすい会場の設定や内容等を家族
会参加者の意見等も取り入れ、参加者の増加を図りま
す。また、家族教室からトライアードへの新規参加者の
増加を図ります。

健康部
保健予防
課・
四谷保健
センター

P62

16200

未治療・治療中断
等の精神障害者に
対するアウトリーチ
支援

　精神医療の治療中断者や未
受診者などの精神障害者に対
し、精神科医師や保健師・看護
師、社会福祉士、ヘルパー等の
多職種チームによる訪問を行
い、安心して地域で暮らし続け
られるよう支援します。（平成26
年度から実施）

①支援ケース数：7事例
②年間支援ケース数：8事例
③多職種チームとして支援に携わっていただく外部機
関の方（特に医師）について、医師会を通じて協力を呼
びかけるほか、地域の開業医だけでなく大学病院の医
局等を中心に事業の周知を行っていきます。

①支援ケース数（新規）：6事例
②年間支援ケース数：9事例
③多職種チームとして支援に携わっていただく外部機
関の方について広く協力を呼びかけていきます。また、
保健師がケースの支援に行き詰まる前に本事業を利
用できるよう、保健センターへ働きかけることで、年度を
通して多くの事例の支援を早期にかつ円滑に進められ
るようにしていきます。

健康部
保健予防
課
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【中目標】女性の健康に関する拠点施設を整備し、正しい知識の普及を図ります

小目標①　女性の健康に関する拠点施設を整備します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9600

★情報拠点施設の
整備
四谷保健福祉施
設・清掃センターの
建設及び開設

だれもが気軽に女性の健康に
関する情報を得られるように、
「（仮称）女性の健康支援セン
ター」（平成25年度開設予定）を
整備します。
センターには、体験コーナー・情
報コーナーを設置します。
体験コーナーでは、乳がん触知
体験や乳がん自己検診法のビ
デオ視聴ができたり、簡単な自
己測定器でからだのチェックが
できるようにします。
また情報コーナーでは、パネル
展示やイベント情報の紹介、参
考図書の閲覧ができるようにし
ます。
なお、各種情報の案内や関係
機関などを紹介するため、ナビ
相談員を配置します。

①女性の健康支援センター開設後、2年が経過し、27
年度の利用者数は1,181人で、満足度は98.7％でした。
センターの認知度は、区政モニターアンケート上13.3％
でした。女性の健康づくりサポーターによる周知活動も
実施しました。
②センター利用者数1,500名、満足度80％以上を維持
するとともに、認知度20％を目指します。
③引き続き、健康づくりの拠点として、センターをより多
くの区民に周知し利用者を増加させ、健康づくりに取り
組むきっかけとなるようにします。そのために、広報、
HPをはじめ、事業実施時に紹介時間を設けたり、女性
の健康づくりサポーターの協力を得て周知活動を行う
等、さまざまな機会での周知を継続します。

①女性の健康支援センターの28年度の利用者数は
1,213人で、満足度は99.6％でした。センターの認知度
は、13.2％(区政モニターアンケート)でしたが、30代以
上の女性の認知度は上昇しています。女性の健康づく
りサポーターに、女性の健康支援センターの周知協力
を得ました。
②満足度80％以上を維持するとともに、利用者数1,500
人、認知度20％を目指します。
③引き続き、健康づくりの拠点として、センターをより多
くの区民に周知し利用者を増加させ、健康づくりに取り
組むきっかけとなるようにします。そのために、広報、
HP、ツイッターなどの活用、事業実施時の紹介、女性
の健康づくりサポーターの協力を得た周知活動、地域
のイベント出展等、さまざまな機会での周知を継続しま
す。

健康部
四谷保健
センター

P71

小目標②　ライフサイクルに応じた女性の健康管理に関する正しい知識の普及を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9700

★ホームページの
充実

平成25年度開設に伴い、「（仮
称）女性の健康支援センター」
の関連事業をはじめ、女性の健
康支援に関する情報を充実して
いきます。
平成26年度からは、女性特有
の「がん」、ライフサイクルに応
じた女性の健康情報、女性の
健康を支援する関係団体を紹
介するページ等を順次追加して
いきます。

①引き続き、女性の健康支援センター及び事業内容の
詳細を掲載する他、女性の健康についての基礎知識
や、女性の健康講座、講義型の講師による健康コラム
を掲載し、コンテンツ数10を維持しました。
②コンテンツ数は現状の10を維持し、内容の充実を図
ります。
③さらに、多くの区民に女性の健康づくりに関する正し
い知識の普及とセンター及び事業の利用者の増加に
向け、内容の充実を図ります。

①引き続き、女性の健康支援センター及び事業内容の
詳細を掲載する他、女性の健康についての基礎知識
や女性の健康講座の講師による健康コラムを掲載し、
コンテンツ数を12に増やしました。
②コンテンツ数12を維持し、内容の充実を図ります。
③さらに、多くの区民に女性の健康づくりに関する正し
い知識の普及とセンター及び事業の利用者の増加に
向け、内容の充実を図ります。

健康部
四谷保健
センター

P72
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

9800

★啓発教材の配布 区オリジナルの「女性の健康手
帳」に、「（仮称）女性の健康支
援センター」の関連情報を追加
するなど、さらに内容を充実し
ていきます。
また、世代に合わせた効果的な
啓発教材をイベント等で配布し
ていきます。

①「女性のための健康手帳」を13,300部作成し、女性特
有のがん検診票に同封して送付しました。また、女性
の健康支援センターでの配布、女性の健康セミナーや
健康週間イベント、地域まつり等さまざまな機会を捉え
配布しました。その他、女性の健康課題を記載した女
性の健康支援センターの周知用リーフレットを10,000部
作成し関係機関や事業実施時に配布し、また区政モニ
ターアンケート時に同封しました。
②より有効活用できる啓発物とするため、女性の健康
課題をライフステージ別に示すなど分かりやすい内容
や形態を検討し、女性の健康週間イベントなどの各種
事業実施時に配布していきます。

③「女性のための健康手帳」については、活用しやすい
内容とするとともに、平成28年度は、区民が女性の健
康づくりについて、一目で興味、関心が持てるよう簡単
で分かりやすい内容とした概要版も新規に作成して広く
区民に配布していきます。

①「女性のための健康手帳」を大幅に改訂し、「女性の
ための健康ハンドブック」として6,000部作成しました。ま
た、「女性のための健康ハンドブック」の概要版として、
「女性の健康ガイド」を15,000部作成しました。そして、
女性の健康支援センター、女性の健康セミナーや女性
の健康週間イベント、地域まつり等さまざまな機会を捉
え配布しました。
②女性の健康課題をライフステージ別に示した、2つ折
りでA4サイズの「女性の健康ガイド」を作成し、女性の
健康週間イベントなどの各種事業時に配布していきま
す。
③「女性のための健康ハンドブック」「女性の健康ガイ
ド」の内容のさらなる充実を図るとともに、様々な機会を
とらえ周知に努めます。

健康部
四谷保健
センター

P72

9900

★女性の健康イベ
ント

女性の健康週間など、「（仮称）
女性の健康支援センター」を中
心に、女性の健康イベントを実
施していきます。

①28年3月5日に女性の健康週間イベントを開催し、499
名の参加がありました。子宮頚がんを体験した女性タ
レントの特別講演、妊娠出産適齢期に関する医療セミ
ナー、野菜を摂ろうセミナーなど、多岐に渡るコンテンツ
を準備し、女性の健康づくりに役立つ内容で実施した
結果、参加者から満足度93％という高評価を得ました。
②28年度も女性の健康週間に合わせ、3月4日に開催
します。
③引き続き、女性の健康支援センターの認知度の向上
と健康づくりのきっかけを作ることを目的としたイベント
を実施します。

①29年3月4日に女性の健康週間イベントを開催し、517
名の参加がありました。乳がんを体験した女性タレント
の特別講演、医療セミナーとして、楽しみながら有酸素
運動する「ダレデモダンス」、野菜を食べようをテーマと
した体験型セミナーなど、女性が関心を持ちやすく、健
康づくりに役立つ内容で実施した結果、参加者から満
足度80～99％(コンテンツにより幅がある）という高評価
を得ました。
②29年度も女性の健康週間に合わせ、3月3日に開催
します。
③引き続き、女性の健康支援センターの認知度の向上
と健康づくりのきっかけを作ることを目的としたイベント
を実施します。

健康部
四谷保健
センター

P72
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【中目標】女性の健康を支える活動を推進します

小目標①　女性の健康について相談する場や学習する場の充実を図ります

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10000

★女性の健康相談 各保健センターの健康相談日
に、女性の健康に関する相談を
実施します。
必要に応じて、より専門的な相
談窓口やがん検診の紹介、ま
た乳がん自己触診法の指導を
行います。

①骨粗しょう症予防検診時に実施する女性の健康相談
において、保健師・栄養士・歯科衛生士が対応した相
談者数は、4保健センター合計で、46回740名でした。
②引き続き保健センターの骨粗しょう症予防検診（46
回）時に女性の健康相談を実施します。また女性の健
康支援センターにおいて、随時電話、面接相談を実施
します。
③相談者が自己の健康課題の認識や対処が理解でき
るように、女性のための健康手帳やパンフレット等を活
用して保健指導をし、必要に応じて女性の健康専門相
談を紹介します。また、がん検診の受診勧奨や乳がん
自己触診法の指導等を行います。

①骨粗しょう症予防検診時に実施する女性の健康相談
において、保健師・栄養士・歯科衛生士が対応した相
談者数は、4保健センター合計で、45回845名でした。
②引き続き、保健センターの骨粗しょう症予防検診時に
女性の健康相談を実施します。また、女性の健康支援
センターにおいて、随時、電話、面接相談を行います。
③区民が自分の健康課題を認識し、対処していけるよ
うに、女性のための健康ハンドブックや健康ガイド等を
活用して保健指導をし、必要に応じて女性の健康専門
相談を紹介します。また、がん検診の受診勧奨や乳が
ん自己触診法の指導等を行います。

健康部
四谷保健
センター

P73

10100

★女性の健康専門
相談

女性の抱える健康不安に対し
て、専門医や助産師、保健師な
どが個別相談を行います。
婦人科相談、月経・妊娠（避妊
含む）相談、排尿相談、性に関
する相談など、多様な健康不安
に応じていきます。

①産婦人科系全般と更年期専門相談を各12回実施
し、利用者は、26名と31名で、利用者の満足度は、
88.5％と100％と高い状況です。しかし各回4名枠が埋
まらない回もあり、更に事業の周知と利用促進が必要
です。
②引き続き、産婦人科系全般と更年期専門相談を各12
回実施します。
③平成28年度は、産婦人科系、更年期系ともに夜間、
土曜開催日をそれぞれ設け、より区民が利用しやすい
環境を整備し実施します。

①産婦人科系全般と更年期専門相談を各12回実施
し、利用者は、20名と37名で、利用者の満足度は、
95.0％と100％と高い状況です。
②引き続き、産婦人科系全般と更年期専門相談を各12
回実施します。
③周知に努めていますが、4名枠が埋まらない回もあ
り、事業周知の工夫が必要です。平成28年度と同様、
産婦人科、更年期の各相談で夜間、土曜開催日を設け
ます。

健康部
四谷保健
センター

P73

10200

★女性の健康セミ
ナー（講座・体験プ
ログラム）

女性の抱える健康問題に対し
て適切な保健行動がとれるよ
う、健康教育を実施します。
またリラクゼーション教室や料
理教室など、生活の中で実践し
ていけるような体験型健康プロ
グラムを実施します。

①講義型を6回、体験型を12回企画実施しました。参加
者は195名と291名で、満足度91.5％と94.1％という高い
結果を得ています。また、健康セミナーの一環として、
事業担当職員を講師に女性の健康づくりに関する出前
講座を実施しました。定例講座3回26名、定例外（依頼
を受けて実施）講座を6回117名の実績があります。
②平成28年度は講義型、体験型ともに年6回ずつ実施
し、満足度80％以上を維持します。
③引き続き、より多くの区民がセミナーに参加し、女性
の健康に関する基礎知識を得、健康づくりに取り組め
るよう、ＰＲを継続し、利用実績へ繋げます。アンケート
調査や情報収集を密に行い、区民ニーズに合ったテー
マや内容を検討し、充実したセミナーを開催します。ま
た、出前講座も積極的に周知し実施します。

①女性の健康セミナーとして講義型、体験型を各6回、
企画実施しました。参加者は250名と238名で、満足度
97.7％と96.9％でした。また、健康セミナーの一環とし
て、女性の健康支援センターの担当職員を講師に女性
の健康づくりに関する出前講座を実施しました。定例講
座は3回33名、定例外講座は15回208名でした。
②平成29年度も講義型、体験型ともに年6回ずつ実施
し、満足度80％以上を維持します。
③引き続き、より多くの区民がセミナーに参加し、女性
の健康に関する基礎知識を得、健康づくりに取り組め
るよう、ＰＲを継続し、利用実績へ繋げます。アンケート
調査や情報収集を密に行い、区民ニーズに合ったテー
マや内容を検討し、充実したセミナーを開催します。ま
た、出前講座も引き続き周知し実施します。

健康部
四谷保健
センター
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小目標②　女性の健康づくりを進める交流活動を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10300

★交流活動に対す
る支援

同じ健康不安を抱える女性が、
仲間との交流を通じて援助し合
い、悩みを解決していけるよう
な交流活動グループの設立と
その活動を支援します。

①乳がん体験者の会は、7回開催し参加者数は延べ99
名で、登録者は34名となりました。乳がん体験者の手
記を印刷し配布しました。また、26年度に立ち上げた女
性の健康づくりサポーターの会は登録者は121名にな
り、女性の健康支援事業の周知活動に協力していま
す。29年度までに2団体設置する目標をすでに達成しま
した。
②2団体のそれぞれの活動が円滑に進むよう支援しま
す。
③平成28年度からは、女性の健康づくりサポーター養
成講座等を外部委託し、サポーターが地域で活躍でき
るよう、効果的、効率的な支援体制を整えます。また、
各団体で定例会を開催し、交流を深めるとともに、地域
活動の実施に向けて支援します。

①乳がん体験者の会を6回開催し、参加者数は延べ88
名で、登録者は47名となりました。28年度も参加者の意
向により、乳がん体験者の手記を印刷し配布しました。
また、女性の健康づくりサポーターの会は登録者は132
名になりました。29年度までに2団体設置する目標をす
でに達成されています。
②2団体のそれぞれの活動が円滑に進むよう支援しま
す。
③平成28年度からは、女性の健康づくりサポーター養
成講座等を外部委託し、サポーターが地域で活躍でき
るよう、効果的、効率的な支援体制を整えます。また、
各団体で定例会を開催し、交流を深めるとともに、地域
活動の実施に向けて支援します。

健康部
四谷保健
センター

P73

小目標③　ネットワークを構築し、女性の健康づくりを推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10400

★女性の健康支援
ネットワーク連絡会
の構築

関係機関による幅広いネット
ワークを構築し、地域全体で女
性の健康づくりの推進を図りま
す。
連絡会の開催やイベント等の共
同企画・運営など、ネットワーク
を活用し、効果的な事業展開を
行います。

①女性の健康支援ネットワーク連絡会を２回開催しまし
た。検討した内容は「女性のための健康手帳の見直し」
で活発な意見交換ができました。
②28年度は、例年と同様に2回開催します。
③引き続き、連絡会を通じて女性の健康に関する健康
課題を抽出し、効果的な女性の健康支援事業の展開
に役立てます。

①女性の健康支援ネットワーク連絡会を２回開催しまし
た。「女性の健康づくりサポーター」について意見交換
を行いました。
②29年度も例年と同様に2回開催します。
③引き続き、連絡会を通じて女性の健康に関する健康
課題を抽出し、効果的な女性の健康支援事業の展開
に役立てます。

健康部
四谷保健
センター

P73
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【中目標】女性特有のがん対策を推進します

小目標①　再掲　子宮頸がん予防ワクチン接種を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10500

★子宮頸がん予防
ワクチン接種事業

子宮頸がんの主な原因である
ヒトパピローマウイルスの感染
を予防し、子宮頸がんの発症を
予防するため、区が実施主体と
なり、公費負担によるワクチン
接種事業を行います。また、が
ん検診普及啓発リーフレット内
にコラムの掲載及びＰＴＡへ説
明会等により、ワクチン接種に
関する知識の普及啓発を図り
ます。
なお、対象は、小学校６年生～
高校１年生の年齢に相当する
女子となります。

①延接種回数：20回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定期接種を
行っていますが、副反応について、ワクチンとの因果関
係を否定できないため積極的な勧奨を差し控えるよう
国から勧告があり、同年6月に、積極的な接種勧奨を一
時的に差し控える状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していきます。

①延接種回数：6回
②③25年4月1日から、予防接種法に基づく定期接種を
行っていますが、副反応について、ワクチンとの因果関
係を否定できないため積極的な勧奨を差し控えるよう
国から勧告があり、同年6月に、積極的な接種勧奨を一
時的に差し控える状況となりました。
今後は、国の動向を踏まえながら対応していきます。

健康部
保健予防
課

P74

小目標②　子宮頸がん検診及び乳がん検診の受診率の向上をめざします

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10600

女性特有のがん検
診受診勧奨事業

子宮頸がん及び乳がん検診の
受診率向上のため、がん検診
普及啓発リーフレットの作成・配
布をはじめ、ＰＴＡへの説明会
等を実施するなど、がんの早期
発見に対する正しい知識の普
及・啓発を図ります。

①・これまでの対象者に加え、27年度より健康診査票
送付者には該当の検診票を全て同封し、健康診査との
同時受診を勧奨しました。
・40歳～65歳、70歳、75歳の検診票未送付の検診対象
者に、個別勧奨はがきを送付した他、がん検診普及啓
発リーフレットを作成し、区施設及び医療機関にて配布
しました。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちのつどい」
行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目標とし
ます。
③対象者を算定する「対象人口率」変更の影響もあり
ましたが、受診率の向上がみられました。今後も継続
することで、2年に一度の定期的な受診を促していきま
す。また、28年度より、未受診者に対して、個別の再勧
奨を行い、受診率の向上や検診の精度管理に努めま
す。

①・事業№5700がん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳・前立
腺）と同内容を実施しました。
・子宮がん検診票を20～40歳の年度末偶数年齢女性
に、乳がん検診票を40～60歳の年度末偶数年齢女性
に送付した他、国の補助事業に合わせ対象年齢の方
に無料クーポン券とがん手帳を配付し受診勧奨しまし
た。
・子宮がん・乳がんの上記受診勧奨者にそれぞれの検
診案内を記載した圧着はがきによる再勧奨を実施しま
した。
・子宮がん検診啓発冊子を成人の日「はたちのつどい」
行政資料コーナーにて配布しました。
②子宮がん、 乳がん共に検診受診率50％を目標とし
ます。
③28年度より開始した再勧奨の対象年齢を拡大し、今
後も継続することで、2年に一度の定期的な受診を促
し、受診率の向上や検診の精度管理に努めます。

健康部
健康づくり
課
健診係

P74
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【中目標】生涯にわたって健康をつくる食習慣を実践します

小目標①　規則正しい食生活を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

10700

母親学級 子育て世代を対象に、妊娠中
の食事のとり方や食事バランス
についての情報提供や相談を
行い、妊娠期からの食育を推進
します。

①受講者数27年度：392人
②妊娠中の食事や体重管理について必要な情報を提
供するとともに、妊娠を契機に自らの食生活を振り返
り、生まれる子どもを含めた家族全体の食生活につい
て考える機会を提供します。
③若年女性のやせ、およびそれに伴う低出生体重児の
増加が問題視されているため、妊娠中のみならず出産
後も踏まえた望ましい体重管理についての情報提供を
より充実させます。

①受講者数28年度：385人
②妊娠中の食事や体重管理について必要な情報を提
供するとともに、妊娠を契機に自らの食生活を振り返
り、生まれる子どもを含めた家族全体の食生活につい
て考える機会を提供します。
③若年女性のやせ、およびそれに伴う低出生体重児の
増加が問題視されているため、妊娠中のみならず出産
後も踏まえた望ましい体重管理についての情報提供を
より充実させます。

健康部
落合保健
センター

P85

10800

乳幼児健康診査時
の栄養相談・食事
指導

３・４か月児、１歳６か月児、３歳
児健康診査時に栄養相談、食
事指導を行います。

①【食生活支援情報提供者数】
　27年度：6,033人
②母子の健全な食生活支援のために必要な情報を提
供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に応じた
支援を充実させます。

①【食生活支援情報提供者数】
　28年度：6,351人
②母子の健全な食生活支援のために必要な情報を提
供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に応じた
支援を充実させます。

健康部
落合保健
センター

P85

10900

離乳食講習会 離乳食の進め方の話と調理実
演・試食を行い、保護者の食に
対する意識の向上と乳児期か
らの正しい食習慣の支援を行
います。

①【受講者数】
　　27年度：1,264人
②食育の観点から、食べ方なども含めた「食」全体に係
わる内容も充実させていきます。
③離乳食に対する不安を取り除くためわかりやすい講
習を心がけ、保護者の食に対する意識向上を目指しま
す。

①【受講者数】
　　28年度：1,290 人
②食育の観点から、食べ方なども含めた「食」全体に係
わる内容も充実させていきます。
③離乳食に対する不安を取り除くためわかりやすい講
習を心がけ、保護者の食に対する意識向上を目指しま
す。

健康部
落合保健
センター

P85

11000

幼児食教室 １歳児と保護者を対象に、離乳
食から幼児食への移行ができ、
自分で食べることや正しい食習
慣が確立するよう、調理実習・
試食を交えた講習を行います。

①【受講者数】
　　27年度：363人
②食育の観点から、他職種とも連携し、食の自立や口
腔機能なども含めた「食」全体に関わる内容を充実させ
ていきます。
③幼児食教室をより広く周知するため、関係機関との
連携を図っていきます。

①【受講者数】
　　28年度：383人
②食育の観点から、他職種とも連携し、食の自立や口
腔機能なども含めた「食」全体に関わる内容を充実させ
ていきます。
③受講希望者が多く、適切な時期に受講できないとい
う問題があったため、平成29年度から実施回数を24回
から48回に増加します。

健康部
落合保健
センター

P85
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

11100

育児相談 離乳食や幼児食、授乳や食べ
方等についての個別相談を行
います。

①【食生活支援情報提供者数】
　27年度：48回　519人
②育児における母子の健全な食生活支援のために必
要な情報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に応じた
支援を充実させます。

①【食生活支援情報提供者数】
　28年度：48回　690人
②育児における母子の健全な食生活支援のために必
要な情報を提供します。
③今後も個別相談による個々の母子の状況に応じた
支援を充実させます。

健康部
落合保健
センター

P85

11200

病態別健康教育 糖尿病、循環器疾患、メタボリッ
クシンドローム等、生活習慣の
改善により、予防できる病気の
正しい知識の普及と、食生活改
善について情報提供を行い、健
康増進を支援します。

①【受講者数】
　27年度：17回　554人
②より多くの区民の方が興味を持って参加されるよう、
区民のニーズにあったテーマの教室を開催していきま
す。
③より生活習慣病予防の実践につながるよう内容を充
実させます。

①【受講者数】
　28年度：16回　432人
②より多くの区民の方が興味を持って参加されるよう、
区民のニーズにあったテーマの教室を開催していきま
す。
③より生活習慣病予防の実践につながるよう内容を充
実させます。

健康部
東新宿保
健セン
ター

P85

11300

地域団体への出張
講習

地域のグループからの要望に
応じて、介護予防のための食事
や女性の健康づくりのための食
生活などの講習を地域に出向
いて行います。

①【実施回数　受講者数】
　　27年度：33回　3,750人
②さまざまな方に出張講習を知ってもらえるように周知
し、より充実した内容にしていきます。
③幅広い年代へ食と健康づくりの情報を発信するた
め、さまざまな地域グループ、団体と協力し、実施回数
を増加させます。

①【実施回数　受講者数】
　　28年度：48回　3,251人
②さまざまな方に出張講習を知ってもらえるように周知
し、より充実した内容にしていきます。
③幅広い年代へ食と健康づくりの情報を発信するた
め、さまざまな地域グループ、団体と協力し、実施回数
を増加させます。

健康部
健康政策
課・
落合保健
センター

P85

11400

★特定給食施設で
の健康教育

社員食堂等で健康や食に関す
る情報提供を行い、各施設の
対象者の特性に合わせた食育
を推進します。

①管理講習会の実施：3回
②管理講習会の実施：3回
③各給食施設が利用者の特性に応じた食事の提供・
評価・改善及び栄養教育が実施できるよう支援してい
きます。

①管理講習会の実施：3回
②管理講習会の実施：3回
③各給食施設が利用者の特性に応じた食事の提供・
評価・改善及び栄養教育が実施できるよう支援してい
きます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P85

11500

小児生活習慣病予
防健診

身長や体重測定、血糖値や中
性脂肪など血液検査により、発
育期の健康状態を把握し、食生
活をはじめとする日常生活を見
直すきっかけとします。

①平成27年度受診者数
小学校：171人　中学校62人

③対象児童・生徒を持つ保護者全員に配布する「検診
実施のお知らせ」に食生活の乱れと生活習慣病の発
症・進行との関連について掲載するなど、本健診の重
要性について丁寧に説明し、受診率向上を図ります。
　検査方法・項目、検診対象者等の妥当性ついて医学
的見地から継続的に検討していく必要があります。

①平成28年度受診者数
小学校：176人　中学校61人
②小児生活習慣病予防健診により、早期対策が講じら
れ、対象児童・生徒に適切な食や運動の習慣が身につ
いています。
③対象児童・生徒を持つ保護者全員に配布する「検診
実施のお知らせ」に食生活の乱れと生活習慣病の発
症・進行との関連について掲載するなど、本健診の重
要性について丁寧に説明し、受診率向上を図ります。
　検査方法・項目、検診対象者等の妥当性ついて医学
的見地から継続的に検討していく必要があります。

教育委員
会
学校運営
課

P85
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

11601

食育・給食だより等
の発行・配布

給食だよりや献立表など家庭に
配布するお便りに、栄養バラン
スの良い食事のとり方や伝統
行事、旬の食材を使った献立、
給食ができるまで、食中毒予防
など、食育についての情報を提
供します。

（保育園・子ども園）
①給食だより：4回、献立表：12回
②給食や乳幼児の食生活について情報を提供し、子ど
もの食についての理解を深めます。
③多くの保護者に子どもの食に対する意識を高めても
らえるよう、内容の充実を継続していきます。

（保育園・子ども園）
①給食だより：4回、献立表：12回
②給食や乳幼児の食生活について情報を提供し、子ど
もの食についての理解を深めます。
③多くの保護者に子どもの食に対する意識を高めても
らえるよう、内容の充実を継続していきます。

子ども家
庭部
保育課

P85

11602

食育・給食だより等
の発行・配布

給食だよりや献立表など家庭に
配布するお便りに、栄養バラン
スの良い食事のとり方や伝統
行事、旬の食材を使った献立、
給食ができるまで、食中毒予防
など、食育についての情報を提
供します。

（小・中学校、特別支援学校）
①全40校で毎月配付しました。

（小・中学校、特別支援学校）
29年8月月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課

P85

11701

給食試食会 給食の目的や内容等について
の理解を深め、家庭での食育
に生かすため、保護者（なお、
子ども園では地域の未就学児
の保護者）を対象に年1～2回
給食の試食会を行います。

（保育園・子ども園）
①5歳児の保護者対象に試食会を1回実施しました。
②試食会の実施や回数に関しては園の状況に応じて
います。

（保育園・子ども園）
①給食試食会を年5回で実施しました。また、未就園児
親子を対象とした乳幼児食講座を年３回実施しました。
②試食会の実施や回数については園の状況に応じて
実施します。

子ども家
庭部
保育指導
課

P85

11702

給食試食会 給食の目的や内容等について
の理解を深め、家庭での食育
に生かすため、保護者（なお、
子ども園では地域の未就学児
の保護者）を対象に年1～2回
給食の試食会を行います。

（小・中学校、特別支援学校）
①小学校：31回/29校
　中学校：11回/9校
　特別支援学校：1回/1校

（小・中学校、特別支援学校）
29年8月月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課

P85

11800

児童館の幼児サー
クルでの食育講座

児童館で行われている幼児
サークルの参加者を対象に、規
則正しい食生活の確立に向け
て食育講座を行います。

①27年度　10回　　参加者286人
②各館年間1回実施
③乳幼児向けの食育講座は、保健センター等の協力も
あり、実施回数が増加しました。今後も継続していきま
す。

①28年度　8回　　参加者233人
②一部の館にて年間1～3回実施
③外部の講師を呼ぶなどして実施していきます。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P85
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

11900

離乳食体験講座 保護者に食育への関心を持っ
てもらうことを目的に、離乳食の
作り方、調理実演、試食を行い
ます。
食の大切さとともに、手軽な離
乳食の作り方を身につけられる
よう、わかりやすく指導します。

①離乳食講座は１園で3回実施しました。
②離乳食講座の実施や回数に関しては園の状況に応
じています。

①離乳食講座を年２回実施しました。
②試食会の実施や回数については園の状況に応じて
実施します。

子ども家
庭部
保育指導
課

P85

12000

★歯から始める子
育て支援

年度末年齢3歳から6歳の子ど
もを対象に、地域の歯科医院で
歯と口の健康チェックを行い、
希望により歯の質を高めるフッ
化物塗布を行います。その際、
歯科の立場から食育について
の情報を提供します。

①27年度　受診者数（実人数）：3,018人
②受診者数の増加を図ります。
③年度末年齢3歳～6歳を対象に実施していますが、年
齢が上がるにつれ、受診率が低くなる傾向にあるた
め、継続的な受診につながるよう、区民への普及・啓発
を行うとともに、協力歯科医療機関に対し、現状につい
て情報の提供を行い、受診者数の増加を図ります。

①28年度　受診者数（実人数）：3,336人
②受診者数の増加を図ります。
③年度末年齢3歳～6歳を対象に実施していますが、年
齢が上がるにつれ、受診率が低くなる傾向にあるた
め、継続的な受診につながるよう、区民への普及・啓発
を行うとともに、協力歯科医療機関に対し、現状につい
て情報の提供を行い、受診者数の増加を図ります。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P85

12100

はじめて歯科相談・
にこにこ歯科相談

1歳児、2歳児を対象に歯科医
師及び歯科衛生士による歯科
相談を行います。特に、むし歯
予防を目的とした食に関する情
報提供や上手に食べるための
口腔機能の発達に関する情報
提供、個別相談を行います。

①はじめて歯科相談
　実施回数：48回　受診者数：1,454人
　にこにこ歯科相談
　実施回数：52回　受診者数：1,294人
　3歳児歯科健康診査う蝕り患率：12.9%
②3歳児のう蝕り患者の減少
　（3歳児歯科健康診査結果う蝕り患率の低下）
③むし歯予防と、むし歯の重症化予防に取組み、健全
な口腔機能の育成を図ります。また、フッ化物塗布事業
との連携を図ります。

①はじめて歯科相談
　実施回数：48回　受診者数：1,545人
　にこにこ歯科相談
　実施回数：51回　受診者数：1,288人
　3歳児歯科健康診査う蝕り患率：11.6%
②3歳児のう蝕り患者の減少
　（3歳児歯科健康診査結果う蝕り患率の低下）
③むし歯予防と、むし歯の重症化予防に取組み、健全
な口腔機能の育成を図ります。また、フッ化物塗布事業
との連携を図ります。

健康部
四谷保健
センター

P85

12200

★地域活動歯科衛
生士による健康教
育

ボランティアで活動する地域活
動歯科衛生士が、保育園や幼
稚園などに出向いて、主に園児
を対象に上手なおやつの選び
方、食べ方、歯の磨き方などを
お話しします。

①保育園・子ども園・幼稚園の園児：50園1,293人　保
護者会：11園121人
②子どもの健全な口腔機能の発達を支援するととも
に、子育て中の保護者の歯科に関する不安に応えるし
くみづくりを行います。
③実施回数を60回以上とします。また、地域活動歯科
衛生士のスキルアップに努め、健康教育の内容の充実
を図ります。

①保育園・子ども園・幼稚園の園児：59園1,468人　保
護者会：8園93人
②子どもの健全な口腔機能の発達を支援するととも
に、子育て中の保護者の歯科に関する不安に応えるし
くみづくりを行います。
③実施回数を60回以上とします。また、地域活動歯科
衛生士のスキルアップに努め、健康教育の内容の充実
を図ります。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P85
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小目標②　自立した食生活を送るための知識や技術の向上を図ります

事業 № 事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

12300

★メニューコンクー
ル

小中学生や親子を対象に、オリ
ジナルメニューを公募し、優秀
作品を表彰します。コンクール
の中でテーマに沿った献立を考
え、作る体験を通じて、食材へ
の理解を深め、食を大切にする
心を養うとともに、健康的な食
生活を身につけていきます。

①27年度　実施回数：1回　応募数675件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材への知
識を深め食育の啓発につなげることを目的としていま
す。
③27年度はレシピカードの配布場所に個人商店も加
え、39か所で配布したことにより、より多くの区民に対し
て普及ができました。今後も引き続き、食育の普及啓
発に努めます。

①28年度　実施回数：1回　応募数748件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材への知
識を深め食育の啓発につなげることを目的としていま
す。
③小学生までの親子を対象としたファミリー部門の応
募が少ないため、応募用紙の配付先等を工夫すること
で、多くの人に参加してもらえるよう取り組みます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P86

12400

食生活改善教室 調理実習を通して、男性の料理
教室や減塩のための料理づくり
などの講習を行います。

①【実施回数、参加者数】
　　27年度　8回　199人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③今後もより多くの方に健康づくりと食生活への動機づ
けとなるよう、、食生活に関する知識の普及を行い、実
践につながるように支援します。

①【実施回数、参加者数】
　　28年度　8回　251人
②生活習慣病予防や栄養バランスを考えて自分で食
べ物を選び、自立した食生活を送るための情報を提供
します。
③今後もより多くの方に健康づくりと食生活への動機づ
けとなるよう、、食生活に関する知識の普及を行い、実
践につながるように支援します。

健康部
落合保健
センター

P86

12500

小中学生対象の食
育講座

児童館を利用する小中学生を
対象に、実際に料理を作りなが
ら、どのような料理が体に良い
のかを学ぶための食育講座を
行います。

①27年度　0回　　参加者　0人
②各館年間10回実施
③料理教室は各館年間5回から10回程度実施していま
すが、食育講座の実施には至りませんでした。児童館
への周知をなお一層行っていきます。

①28年度　0回　　参加者　0人
②各館年間10回実施
③料理教室は各館年間5回から10回程度実施していま
すが、食育講座の実施には至りませんでした。児童館
への周知をなお一層行っていきます。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P86

12600

★児童指導員への
食育研修

日々子どもと接している児童指
導員を対象に、食育や栄養に
関する研修を行います。そし
て、各館での食育事業を充実し
たり、食事について子どもへ適
切なアドバイスができるようにし
ます。

①27年度　実施1回　参加者数　22名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニューについ
て、アドバイスを研修に組み入れていきます。

①28年度　実施1回　参加者数　25名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニューについ
て、アドバイスを研修に組み入れていきます。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P86

12700

多様化給食（バイキ
ング給食、リクエスト
給食、セレクト給食）

児童・生徒が自らの栄養量や
バランスを考えて選ぶことを学
ぶために、バイキング給食（自
分で考えて盛り付ける）やリクエ
スト給食（もう一度食べたいメ
ニューをリクエストする）、セレク
ト給食（おかずやデザートなど
複数のメニューから選んで予約
する）などの多様化給食を実施
します。

①
●バイキング給食
　小学校：15回/11校
　中学校：6回/3校
●リクエスト給食
　小学校：114回/21校
　中学校：56回/9校
●セレクト給食
　小学校：40回/19校
　中学校：4回/2校

29年8月頃確定予定 教育委員
会
学校運営
課

P86
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

12800

給食食材の食品群
表示

給食の献立を通し、栄養バラン
スのよい食事を3つの食品群も
しくは6つの食品群を使って表
示することで、給食で食べてい
る各食材の体の中での働きを
学びます。

①全40校で献立表に3つの食品群もしくは6つの食品群
を表示しました。
（小学校：25校、中学校：8校,特別支援1校で校内掲示）

29年8月頃確定予定 教育委員
会
学校運営
課

P86

12900

★食育教材の貸し
出し

保育園や幼稚園、学校での食
育授業をわかりやすく、充実さ
せるために、エプロンシアター
やパネルシアター、塩分濃度計
などの教材を貸し出します。

①8回
②保育施設や区民の方が食育活動に取り組むきっか
けとなるよう食育教材を貸出します。
③地域の食育活動が広がるきっかけとなるよう、パンフ
レットを配布するなど積極的に周知していきます。

①5回
②保育施設や区民の方が食育活動に取り組むきっか
けとなるよう食育教材を貸出します。
③地域の食育活動が広がるきっかけとなるよう、パンフ
レットを配布するなど積極的に周知していきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P86

小目標③　食の安全について正しい情報提供を行います

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

13000

消費者講演会・懇
談会等

区民を対象に、食の安全性や
流通過程などについて幅広く情
報を提供し、理解を深めてもら
うため、食品衛生に関する講演
会及び食品の実験講座を行い
ます。

①消費者講演会：46人、児童館および地域センターで
の講習会：108人保育園での手洗い指導：50人（平成27
年度食品衛生業務報告書）
②目標値：29年度までに消費者講演会・懇談会等の参
加者数を180人にします。
③今後より多くの区民に普及啓発していくために、区民
に関心の高いテーマ・講師を選択し実施していく必要が
あります。

①消費者講演会：74人、児童館および地域センターで
の講習会：35人（平成28年度食品衛生業務報告書）
②目標値：29年度までに消費者講演会・懇談会等の参
加者数を180人にします。
③今後、普及啓発を推進していくために、区民に関心
の高いテーマ・講師を選択し、講習会の内容を充実さ
せることで、より多くの区民に参加してもらう必要があり
ます。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87

13100

食品衛生講習会 一般消費者に食品を提供する
事業者や給食提供者に対して
講習会を行い、食の安全につ
いて正しい知識の普及啓発を
行います。

①営業者及び従事者：48回　2,499人、食品衛生自治指
導員等：2回　158回、集団給食施設従事者：4回　521人
（平成27年度食品衛生業務報告書）
②区内の食品衛生責任者等の食品取扱関係者に対
し、食品の衛生的な取扱方法や食中毒予防方法等の
食品衛生上必要な事項についての衛生教育を行い、
自主的衛生管理の向上を図ります。
③今後より多くの関係者に衛生教育を行うことができる
よう講習会の参加率を向上させていきます。

①営業者及び従事者：37回　1,898人、食品衛生自治指
導員等：2回　103人、集団給食施設従事者：4回　592人
（平成28年度食品衛生業務報告書）
②区内の食品衛生責任者等の食品取扱関係者に対
し、食品の衛生的な取扱方法や食中毒予防方法等の
食品衛生上必要な事項についての衛生教育を行い、
自主的衛生管理の向上を図ります。
③今後より多くの関係者に衛生教育を行うことができる
よう講習会の参加率を向上させていきます。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

13200

地域への出張講習
会

地域に出向き、区民を対象に、
日常生活に密着した食品の安
全性に関する情報提供や意見
交換を行います。手洗い実験な
どの体験型講座やミニ講座も設
けます。

①8回　171人（27年度食品衛生業務報告書）②地域に
出向き、区民を対象により日常生活に密着した食品の
安全性に関する情報提供や意見交換を行います。
③より多くの人に講習を受けてもらえるよう講習内容の
見直しや改善を行い、さらなる利用者の増加を図りま
す。

①6回　184人（28年度食品衛生業務報告書）②地域に
出向き、区民を対象により日常生活に密着した食品の
安全性に関する情報提供や意見交換を行います。
③より多くの人に講習を受けてもらえるよう講習内容の
見直しや改善を行い、さらなる利用者の増加を図りま
す。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87

13300

食品衛生フェア ８月の食品衛生月間に、食品衛
生協会と協働で食品衛生フェア
を実施します。フェアでは、手洗
い検査や街頭相談、食品衛生
クイズなどを行い、広く消費者
に食の安全性に関する普及啓
発を行います。

①手指の検査人数：100人、アンケート人数：122人、来
場者数：650人（27年度食品衛生業務報告書）
②新宿区食品衛生協会と協働してイベントを行うこと
で、広く消費者に食中毒予防等の食品衛生の普及と啓
発を図ることを目標としています。
③食品衛生フェアでより多くの消費者に食品衛生の普
及啓発を行えるよう、魅力的な催しを企画し実施してい
きます。

①手指の検査人数：200人、アンケート人数：144人、来
場者数：800人（28年度食品衛生業務報告書）
②新宿区食品衛生協会と協働してイベントを行うこと
で、広く消費者に食中毒予防等の食品衛生の普及と啓
発を図ることを目標としています。
③食品衛生フェアでより多くの消費者に食品衛生の普
及啓発を行えるよう、魅力的な催しを企画し実施してい
きます。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87

13400

食品衛生カレンダー 食中毒予防や食育等について
普及啓発を行うため、食品衛生
カレンダーを作成し、区民に配
布します。

①発行部数：3,600部（27年度食品衛生業務報告書
②区民へ食品衛生情報を提供し食中毒予防のための
知識を普及啓発するため、身近で活用してもらえるカレ
ンダーを作成し配布しています。
③今後も最新で理解しやすい内容を提供できるよう内
容を精査し、改善していきます。

①発行部数：3,600部（28年度食品衛生業務報告書
②区民へ食品衛生情報を提供し食中毒予防のための
知識を普及啓発するため、身近で活用してもらえるカレ
ンダーを作成し配布しています。
③今後も最新で理解しやすい内容を提供できるよう内
容を精査し、改善していきます。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87

13500

検査機材の貸し出
し

手洗いの重要性を体験してもら
うため、手洗いチェッカーや洗
浄度測定機器などの検査機材
を希望者に貸し出します。

①10回　（衛生教育教材貸出書）
②食品衛生の基本となる手洗いについて、手洗いの重
要性を再認識し、正しい手洗い方法を習得してもらうた
めに検査機材を貸し出します。
③今後より多くの人に活用してもらうため、貸し出しに
ついて広く周知を図っていきます。

①5回　（衛生教育教材貸出書）
②食品衛生の基本となる手洗いについて、手洗いの重
要性を再認識し、正しい手洗い方法を習得してもらうた
めに検査機材を貸し出します。
③今後より多くの人に活用してもらうため、広報やホー
ムページを利用して、貸出事業をPRします。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87

13600

食品衛生DVDの作
成

食の安全について理解を深め
るため、手洗いや調理器具類
の消毒方法などの内容をDVD
にし、希望に応じて貸出を行い
ます。

①15件（衛生教育教材貸出書）
②正しい手洗い方法、調理器具類の消毒方法、嘔吐物
の処理方法等についてのDVDを貸し出すことにより、食
の安全や食品衛生について理解を深めてもらいます。
③今後より多くの人に活用してもらえるよう貸し出しに
ついて広く周知を図っていきます。

①8件（衛生教育教材貸出書）
②正しい手洗い方法、調理器具類の消毒方法、嘔吐物
の処理方法等についてのDVDを貸し出すことにより、食
の安全や食品衛生について理解を深めてもらいます。
③今後より多くの人に活用してもらうため、広報やホー
ムページを利用して、貸出事業をPRします。

健康部
衛生課
食品保健
係

P87
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

13700

食品表示に関する
相談

正しい食品表示が行われるよ
う、食品業者の相談に応じ、指
導します。

①食品表示法（衛生事項）に関する表示相談：284件
　食品表示法（保健事項）に関する表示相談：64件
 　健康増進法に関する表示相談：19件
②食品取扱事業者が表示に関する関係法令の正しい
知識を持ち、消費者に対し適正な表示を提供できるよう
指導します。
③今後も、事業者が正しい知識を習得し、不適正な表
示を行わないよう指導します。

①食品表示法（衛生事項）に関する表示相談：415件
（28年度食品衛生業務報告書）
　食品表示法（保健事項）に関する表示相談：138件
　健康増進法に関する表示相談：38件
②食品取扱事業者が表示に関する関係法令の正しい
知識を持ち、消費者に対し適正な表示を提供できるよう
指導します。
③今後も、事業者が正しい知識を習得し、不適正な表
示を行わないよう指導します。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係・
衛生課

P87

13800

食品安全連絡会 食品の提供や食品の安全につ
いて指導等を行う関係各課の
担当者により、食に関する情報
の共有化・高度化を図り、区民
の食の安全確保と豊かな消費
生活の実現を図ります。

①食品安全連絡会としての会議は開催なし。
消費者庁から貸与された検査機器を用いた区民持ち
込み食品の放射性物質検査の実施（24年10月～）にあ
たり、放射能影響等対策部会等を通じ、関係各課との
連携を随時行いました。

③区民の食の安全に資する課題抽出のために、会議
体の各メンバーから積極的に情報収集を行っていきま
す。

①食品安全連絡会としての会議は開催なし。
消費者庁から貸与された検査機器を用いた区民持ち
込み食品の放射性物質検査の実施（24年10月～）にあ
たり、放射能影響等対策部会等を通じ、関係各課との
連携を随時行いました。

③区民の食の安全に資する課題抽出のために、会議
体の各メンバーから積極的に情報収集を行っていきま
す。

文化観光
産業部
消費生活
就労支援
課

P87
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【中目標】食の大切さを見直し、食文化を継承していきます

小目標①　食に感謝するこころを育み食事のマナーを身につけます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

13900

【再掲】※事業№
12300
★メニューコンクー
ル

小中学生や親子を対象に、オリ
ジナルメニューを公募し、優秀
作品を表彰します。コンクール
の中でテーマに沿った献立を考
え、作る体験を通じて、食材へ
の理解を深め、食を大切にする
心を養うとともに、健康的な食
生活を身につけていきます。

①27年度　実施回数：1回　応募数675件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材への知
識を深め食育の啓発につなげることを目的としていま
す。
③27年度はレシピカードの配布場所に個人商店も加
え、39か所で配布したことにより、より多くの区民に対し
て普及ができました。今後も引き続き、食育の普及啓
発に努めます。

①28年度　実施回数：1回　応募数748件
②メニューコンクールを通じて、食と健康、食材への知
識を深め食育の啓発につなげることを目的としていま
す。
③小学生までの親子を対象としたファミリー部門の応
募が少ないため、応募用紙の配付先等を工夫すること
で、多くの人に参加してもらえるよう取り組みます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P88

14000

【再掲】※事業№
12600
★児童指導員への
食育研修

日々子どもと接している児童指
導員を対象に、食育や栄養に
関する研修を行います。そし
て、各館での食育事業を充実し
たり、食事について子どもへ適
切なアドバイスができるようにし
ます。

①27年度　実施1回　参加者数　22名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニューについ
て、アドバイスを研修に組み入れていきます。

①28年度　実施1回　参加者数　25名
②年度に1回、職員向けの研修を実施します。
③学童クラブで提供しているおやつのメニューについ
て、アドバイスを研修に組み入れていきます。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P88

14100

食育・マナーに関す
る
情報提供

乳幼児に好ましい生活リズムを
つけるための「はやね、はやお
き、あさごはん」の実践をはじ
め、箸の持ち方や配膳などの基
本的なマナーについて、子ども
への指導方法を保護者を対象
に情報提供します。

①全体保護者会は各園年1回、クラス別保護者会は年
2回実施し、そこで生活習慣の大切さや食事のマナー
や箸の持ち方を伝えています。また、園便り、クラス便
り等で適宜情報提供しています。未就園児親子対象に
食育講座を１園実施しました。
②今後も繰り返し食事の大切さを伝えていきます。
③保護者が食事のマナーや食育についての理解が深
まるように、保育者は伝え方を工夫していきます。

①全体保護者会は各園年1回、クラス別保護者会は年
2回実施し、そこで生活習慣の大切さや食事のマナー
や箸の持ち方を伝えています。また、園便り、クラス便
り等で適宜情報提供しています。
②今後も繰り返し食事の大切さを伝えていきます。
③保護者が食事のマナーや食育についての理解が深
まるように、保育者は伝え方を工夫していきます。

子ども家
庭部
保育課

P88

14200

もぐもぐごっくん講
習会

乳幼児の保護者を対象に、「口
腔機能（噛み方・飲み込み方
等）」の発達について講習会を
行います。

①実施回数：37回　受講者数：563人
②年齢に伴った口腔機能（噛み方・飲み込み方等）に
ついて普及啓発し、乳幼児の健やかな口腔の発達を支
援します。
③乳幼児が集まる教室や施設等と協力し、講習会の機
会を増やします。

①実施回数：40回　受講者数：609人
②年齢に伴った口腔機能（噛み方・飲み込み方等）に
ついて普及啓発し、乳幼児の健やかな口腔の発達を支
援します。
③乳幼児が集まる教室や施設等と協力し、講習会の機
会を増やします。

健康部
四谷保健
センター

P88

14300

もぐもぐごっくん歯
科相談

子どもの食べ方などに不安の
ある保護者を対象に、口腔機能
専門の歯科医師が個別相談を
行います。

①実施回数：24回　相談者数：96人
②適切な助言を行い、保護者の口腔機能に関する不
安を取り除き、乳幼児の健やかな口腔機能の発達を支
援します。
③周知の効果により、申込み者数が定員を超えるケー
スが増えてきました。定員を増やすなどの検討が必要
です。

①実施回数：24回　相談者数：104人
②適切な助言を行い、保護者の口腔機能に関する不
安を取り除き、乳幼児の健やかな口腔機能の発達を支
援します。
③周知の効果により、申込み者が定員を超えるケース
が増えてきました。定員を増やす工夫等、検討が必要
です。

健康部
四谷保健
センター

P88

　46／51 食育の推進　事業実績



小目標②　食文化の継承のための活動を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

14400

★食育講座 地域団体や児童館等施設から
の要望に応じ、調理実習や食
体験を通して、行政、食育ボラ
ンティアや民間企業との協働に
より食育講座を行います。

①実施回数：40回　参加者597人
②対象者に応じ、健康的な食生活や望ましいマナーや
食の大切さを身につけることを目標に、食体験を通じた
講座を実施します。
③今後も行政・食育ボランティア・民間企業と協働し、
食育活動を展開していきます。

①実施回数：46回　参加者581人
②対象者に応じ、健康的な食生活や望ましいマナーや
食の大切さを身につけることを目標に、食体験を通じた
講座を実施します。
③今後も行政・食育ボランティア・民間企業が協働し、
食育活動を展開していきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P89

14500

【再掲】※事業№
11800
児童館の幼児サー
クルでの食育講座

児童館で行われている幼児
サークルの参加者を対象に、規
則正しい食生活の確立に向け
て食育講座を行います。

①27年度　10回　　参加者286人
②各館年間1回実施
③乳幼児向けの食育講座は、保健センター等の協力も
あり、実施回数が増加しました。今後も継続していきま
す。

①28年度　8回　　参加者233人
②一部の館にて年間1～3回実施
③外部の講師を呼ぶなどして実施していきます。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P89

14601

給食での年中行事
に合わせた行事食

日本古来の年中行事に合わせ
た行事食には、季節ごとに、ま
たそれぞれに意味が込められ
ています。そうした行事食を給
食に取り入れ、児童・生徒の食
文化を大切にするこころを養い
ます。

（保育園・子ども園）
①22園全ての園で実施しました。
②継続して行っていきます。

（保育園・子ども園）
①全ての園で実施しました。
②継続して行っていきます。

子ども家
庭部
保育課

P89

14602

給食での年中行事
に合わせた行事食

日本古来の年中行事に合わせ
た行事食には、季節ごとに、ま
たそれぞれに意味が込められ
ています。そうした行事食を給
食に取り入れ、児童・生徒の食
文化を大切にするこころを養い
ます。

（教育委員会　学校運営課）
①小学校：415回/29校
　中学校：159回/10校
　特別支援：7回/1校

29年8月頃確定予定 教育委員
会
学校運営
課

P89
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小目標③　食の生産や流通等について理解を深め、環境と調和を図っていきます

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

14700

学校給食における
地産地消の導入と
促進

地産地消の意義を理解し、学校
給食の食材料として、東京都産
を導入する学校を増やし、使用
する量や種類の増加を進めま
す。

①小学校：26校
　中学校：10校
　特別支援学校：1校

29年8月頃確定予定 教育委員
会
学校運営
課

P89

14801

給食食材の産地表
示

給食で使用する産地を表示し、
自分たちが食べている食事は、
いろいろな地域や国から運ばれ
てくることを知ってもらいます。

（保育園・子ども園）
①22園全ての園で産地の表示を行いました。
②全ての園で、米・魚・肉・野菜・果物について産地表
示を行いました。
③継続して産地の表示を行っていきます。

（保育園・子ども園）
①全ての園で産地の表示を行いました。
②全ての園で、米・魚・肉・野菜・果物について産地表
示を行いました。
③継続して産地の表示を行っていきます。

子ども家
庭部
保育課

P89

14802

給食食材の産地表
示

給食で使用する産地を表示し、
自分たちが食べている食事は、
いろいろな地域や国から運ばれ
てくることを知ってもらいます。

（小・中学校）
①小学校：28校
　中学校：8校

（小・中学校）
29年8月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課

P89

14900

野菜の栽培活動 体験活動として、園庭やプラン
ターなどで野菜の栽培に取り組
みます。また収穫した作物は調
理実習や給食の献立に取り入
れ、食べ物が自分たちの口に
入るまでにかかる時間や手間
を理解し、喜びやおいしさをとも
に分かち合います。

（保育園・子ども園）
①22園全ての園で野菜の栽培を実施しました。
②引き続き取り組んでいきます。
③調理体験は栄養士や調理師とも連携し実施しまし
た。

（保育園・子ども園）
①全ての園で野菜の栽培を実施しました。
②引き続き取り組んでいきます。
③調理体験は栄養士や調理師とも連携し実施しまし
た。

子ども家
庭部
保育課

P89

15001

給食残飯のリサイク
ル

環境に配慮し、給食から発生し
た食品廃棄物を肥料や飼料な
どにリサイクルします。

（保育園）
①12園全ての園に生ごみ処理機を設置
②全ての園に生ごみ処理機を設置し、リサイクルに努
めます。
③今後も各園で生ごみのリサイクルに努めます。

（保育園）
①全ての園に生ごみ処理機を設置
②全ての園に生ごみ処理機を設置し、リサイクルに努
めます。
③今後も各園で生ごみのリサイクルに努めます。

子ども家
庭部
保育課

P89

15002

給食残飯のリサイク
ル

環境に配慮し、給食から発生し
た食品廃棄物を肥料や飼料な
どにリサイクルします。

（小・中学校、特別支援学校）
①小学校：29校
　中学校：10校
　特別支援学校：1校

（小・中学校、特別支援学校）
①小学校：29校
　中学校：10校
　特別支援学校：1校

教育委員
会
学校運営
課

P89
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【中目標】食を通じたコミュニケーションを広げます

小目標①　食に携わるネットワークを活用した食育を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

15100

★食育ネットワーク
の構築

食育に関わる地域団体や、民
間企業等とともにネットワークを
作り、活動に必要な情報交換を
行い、協働による食育活動を推
進します。

①平成27年10月に「食」を通じた健康づくりネットワーク
を構築しました。ネットワーク参加団体：19団体
②参加団体の増加を図ります。
③広く参加団体を募集し、団体数を増やすことで連携・
連携の幅を広げ、食育の実践に繋げていきます。

①参加団体：41団体
②参加団体数：60団体
③広く参加団体を募集し、団体数を増やすことで連携・
連携の幅を広げ、食育の実践に繋げていきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P90

15200

★地域の食育活動
のコーディネート

地域の会食グループや自立支
援施設の調理講習など、地域
の食育活動のニーズをつか
み、適切な食育プログラムを提
案して地域の食育活動が拡大
するようコーディネートします。

①延べ活動人数：89人
②100人
③食育ボランティアの活動の場を広げるとともに、活動
内容について周知していきます。

①延べ活動人数：103人
②100人
③食育ボランティアの活動の場を広げるとともに、活動
内容について周知していきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係

P90

小目標②　共食を通じた食のコミュニケーションを拡大します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

15300

ふれあい給食 家族や保護者、地域の方等を
招いて給食をともに食べること
を通し、コミュニケーションを広
げるとともに、食物を大切にす
る気持ち、相手を思いやる気持
ち等を育てます。

（小・中学校）
①小学校：32回/10校
　中学校：13回/2校

（小・中学校）
29年8月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課

P90

15400

ランチルームでの給
食

教室とは違う雰囲気、場所で給
食を食べることにより、ともに食
べる楽しさを味わいます。

（小・中学校）
①小学校：638回/14校
　中学校：51回/3校

（小・中学校）
29年8月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課

P90
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事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

15500

高齢者食事サービ
ス事業助成

一人暮らし等の高齢者を対象
に、外出機会や閉じこもり防止
を目的に会食形式による食事
サービス事業を実施している団
体に対し、事業助成を行いま
す。

①15団体
②一人暮らし等の高齢者のひきこもり防止、ふれあい
の機会の提供
③ボランティア数は充足しているものの、高齢化が進ん
でおり、どうやってより若い世代を取り込んでいくかが
引き続き課題となります。

①15団体
②一人暮らし等の高齢者のひきこもり防止、ふれあい
の機会の提供
③ボランティア数は充足しているものの、高齢化が進ん
でおり、どうやってより若い世代を取り込んでいくかが
引き続き課題となります。次年度に向けて１団体増や
せるよう働きかけを行いました。
　また、各団体のスキル向上のため、外部講師を招聘
しての研修会を実施しました。

福祉部
地域包括
ケア推進
課

P90

15600

落合三世代交流サ
ロンカフェプロジェク
ト

幅広い年代の区民が日常的に
集い、交流する場をつくることを
目的とし、毎週火曜日にカフェ
をオープンしています。その他
に料理講座なども実施していま
す。

①カフェ開催（実施回数51回）、利用者数：1,283人　講
習会等は実施していません。
②毎週火曜日午前11時～午後1時にカフェを開催、 料
理講習会等を年2回程度実施します。
③カフェを継続して開催します。
　講習会は他プロジェクト（子育てプロジェクトなど）と連
携を図り実施します。

①カフェ開催（実施回数51回）、利用者数：1225人　講
習会を2回実施しました。
②毎週火曜日午前11時～午後1時にカフェを開催、 料
理講習会等を年2回程度実施します。
③カフェを継続して開催します。
　講習会は他プロジェクト（子育てプロジェクトなど）と連
携を図り実施します。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター
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小目標③　食育ボランティアの育成と活動を支援します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

15700

★食育ボランティア
の育成と活動支援

食育ボランティアが幅広い年代
を対象に、多様な食育活動がで
きるよう研修を通じて育成し、地
域における自主的な活動を展
開していきます。

①ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：89人
②ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：100人
③ボランティアのスキルアップや自主的な活動を促す
研修を実施していきます。

①ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：103人
②ボランティア研修：2回
　ボランティア活動延べ人数：100人
③ボランティアのスキルアップや自主的な活動を促す
研修を実施していきます。

健康部
健康づくり
課
健康づくり
推進係
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15800

★食育推進リー
ダーの育成

幼稚園・子ども園、小・中・特別
支援学校において、食育を推進
する人材を育成し、1名ずつ配
置します。また食育推進リー
ダー連絡会等を通し、課題や実
践事例について、情報共有と意
見交換を行います。

①食育推進リーダー連絡会（年2回）の実施
　「学校食育計画実践事例集（上）」の作成
②食育推進リーダーを中心とした食に関する指導を全
校で実施しました。
③食育推進のための校内指導体制の一層の充実を図
ります。「学校食育計画実践事例集（下）」の作成し全
校・園へ配布します。

①食育推進リーダー連絡会（年2回）の実施
　「学校食育計画実践事例集（下）」の作成
②食育推進リーダーを中心とした食に関する指導を全
校で実施しました。
③食育推進のための校内指導体制の一層の充実を図
ります。「学校食育計画」の見直しと、「学校食育計画実
践事例集（国際理解編）」の作成し全校・園へ配布しま
す。

教育委員
会
教育指導
課
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小目標④　食を通じて国際交流や多文化共生を推進します

事業
№

事業名 主な事業内容
①平成27年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

①平成28年度実績
②事業の目標（水準）
③今後の課題、方針、改善策等

④事業内容の変更や終
了がある場合は、その内
容・理由を記載してくださ
い。

担当課
計画

掲載頁

15900

児童館で世界食堂 多文化共生のまち新宿の特徴
を生かし、新宿に住む様々な国
の人々に協力を求め、各国の
料理を一緒に作り、食べること
により、理解を深めます。

①27年度　0回　参加者　0人
②全館で5回程度
③各館でおやつ作り・お昼作りは行っていますが、外国
の人を招いての調理は行っていません。今後は、平日
の日中に調理に参加してくれる人を探す必要がありま
す。

①28年度　0回　参加者　0人
②全館で5回程度
③各館でおやつ作り・お昼作りは行っていますが、外国
の人を招いての調理は行っていません。今後は、平日
の日中に調理に参加してくれる人を探す必要がありま
す。

子ども家
庭部
子ども総
合セン
ター

P91

16000

学校給食で世界の
料理

世界の料理を学校給食の献立
に取り入れることにより、その国
への興味や関心を高め、異なる
食文化を知ることができるよう
にします。

（小・中学校）
①小学校：258回/29校
　中学校：107回/10校

（小・中学校）
29年8月頃確定予定

教育委員
会
学校運営
課
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16100

多文化交流プログ
ラム
国際理解講座

国際理解の視点から、様々な
国の文化を学ぶプログラムの
中で、その国の料理作りや食べ
るという体験型の講座を行って
います。

①ベトナムへの興味・理解を増す多文化交流プログラ
ム全6回のなかで、ベトナム人留学生と正月料理を作っ
て食べる講座を1回実施しました。
②プログラム全6回の延べ参加者数219人
③次年度のプログラムについては未定です。

①ドイツへの興味・理解を増す多文化交流プログラム
全5回のなかで、お菓子のおうち（ヘクセンハウス）を作
る講座を1回実施しました。
②プログラム全5回の延べ参加者数154人
③次年度のプログラムについては未定です。

新宿未来
創造財団
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